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蕪早くも一ヶ年を經過し，發船所で斡旋しなくてはならない穰な鍵態
なり顕著な護達を遂げたことは,設備及金融的に能力のない中小遥船

‐ P

ー

艦嚥嘩総刊さ混亡以来早くも一ヶ年を經過し,發船所で斡旋しなくてはならない採な鍵態的條件下に於て
制部醗も創刊當時の數倍となり顕著な護達を遂げたことは，設伽及金融的に能力のない中小遥船所は非常の苦境
棒,同誌oglz慶賀に耐九ない｡その間我國海運界並びに落入蟻ざるを得なくなった｡．、
‐冒一、‐‐ゞ

鐙つ…於て…月から800G･T･以下ID"駕霊舞澪澪墓寶蜜駕繍-頚謹鱈識闇操に'も箸い､鍵化が起F乗。
．､對米依存・

露#“翻鍾鴬會の手を離れて永年待望の自管に移り,そ率き物質＠交流計霊であるが,漸次東亜諸地域依存に
②他の搬舶も蒋種のものを除き裸傭紹海ら定猫方式に切鱒換する様になって居る。從って五ケfI勇間の新造130"
；替えられ,全幾舶自鐵蝿勢え戸歩前進したわけであ總噸計謹に於ても3,000GﾉT以下の船舶は,後期に於
為簿最近は本年度懲算削減に伴い，謹謹會慶止訟さえ傳．ご莚鎧する様になって居る。然し建造の主力が大噛皆に
，えられ，－部外航船舶がC､M､M.C・管理下に配譜され画あることは否めない割砿である。3,000G/T以下の船舶も

鐙以外は丙紘大型諾も自箪となる傾向にある。一方遥船建造通は全建造堂の’2％程度である。講和條約に於て
界面労は本年頭初の第四次船許可以來大型船の新造計謹日本商船嫁の規漠が我々の希望する様な船腹量を保持し
鮮復金よりの借入制度腰止に伴ひ且叉船舶公塑の新規得る様に決定せられるならば,出来るだけ早急にこの､目、
喬踏識懲騨咋認められなかった爲,蜜現出来なかった標に達せしめる必要があり，從って造§舗昌力も一時的に
銅"幸'として惑日援助見返り賓金70億の融資が認めらせエー杯に活用する擬會がある。然しいづれにせよ特種一
鉱祷禦の30寓總噸新造計謹が賞現されんとして居る。の事糒の起らざる限り大型船蓮趣旨力も安定親に於て臆
・蓮識徹の新遥諾建造希望船主の推薦も終り，ゞ目下天職過剰である。中小鐵皆所に於て(霜鴎の後半期に至る蓮
総員銀俸昼豆｡Q5方面に雷類が進達識して居るので畑可にして存捜して行くかが問題である。適正規嘆に合

ｸQ

n月早授蠅必逐次許可になるものと考えら;れる。 割bして,それを政策的に維拷する様に指導すべきで塗
』本年産から"00G.Tg以下速力15節以下と云う造る°-I世間でば往冬にして船慣切下げの絶對條件として巣
・船に開する制限も解かれたので,前記の新造船は一部を中生産を唱えこがと中小造艦所の整術を結びつけて居る
除き6500D/W以上の貨物船,1530QOD/W以上の油槽様であるが，問題は全く別である。大中小谷造船所とも
綴畜總噂ﾀ掴の船級を取得し所謂外航に配船出来る俊秀，それぞれの群で適正に整備す裁きであって，大は小を嬢
船であ曇。″ねると云う諺は造船界には通用しないと信ずる。.但し中，
‐髄礎來mAJA形の旗塞掲げて居る故を以て鐵鑛石,，・4，造船所の整備は前述の事情に依って明かなる如くその

《篭を灘蕊:鴛競壽繊烹鱒霊鶴雛鑪鱈識闇操に'も箸い､鍵化が起F乗。

露#“翻鍾鴬會の手を離れて永年待望の自管に移り,そ率き物質＠交流計霊であるが,漸次東亜諸地域依存に
②他の搬舶も蒋種のものを除き裸傭紹海ら定猫方式に切鱒換する様になって居る。從って五ケfI勇間の新造130"
替えられ,全諾舶自騨､鐙勢え一歩前進したわけであ總噸計謹に於ても3,000G/T以下の紹納は，後期に於
為簿"最近は本年度溌算削減に伴い，蓮誉會廣止訟さえ傳．亡建篭する様になって居る。然し建造の主力が大噛皆に
えられ，一部外航船舶がC､M､M.C・管理下に配譜され画あることは否めない割砿である。3,000G/T以下の船舶
鐙以外は丙紘大型諾も自箪となる傾向にある。一方遥船建造通は全建造堂の’2％程度である。講和條約に於て
界面労は本年頭初の第四次船許可以來大型船の新造計謹日本商船嫁の規漠が我々の希望する様な船腹量を保持し 、

鮮復金よりの借入制度腰止に伴ひ且叉船舶公塑の新規得る様に決定せられるならば,出来るだけ早急にこの､目
喬踏識懲騨咋認められなかった爲,蜜現出来なかった標に達せしめる必要があり,從って造§舗昌力も一時的に
銅"幸'として惑日援助見返り賓金70億の融資が認めらせエー杯に活用する擬會がある。然しいづれにせよ特種一
鉱祷禦の30寓總噸新造計謹が賞現されんとして居る。の事糒の起らざる限り大型船蓮趣旨力も安定親に於て臆
･蓮識徹の新遥諾建造希望船主の推薦も終り，-目下天職過剰である｡中小鐵皆所に於て(霜鴎の後半期に至る蓮
総員銀俸昼豆｡Q5方面に雷類が進達識して居るので畑可にして存捜して行くかが問題である。適正規嘆に合
n月早授蠅必逐次許可になるものと考えら;れる。 割bして,それを政策的に維拷する様に指導すべきで塗
本年産から"00G.Tg以下速力15節以下と云う造る。-I世間でば往冬にして船慣切下げの絶對條件として巣
・船に開する制限も解かれたので,前記の新造船は一部を中生産を唱えこがと中小造艦所の整術を結びつけて居る
除き6500D/W以上の貨物船,1530QOD/W以上の油槽様であるが，問題は全く別である。大中小谷造船所とも
綴畜總噂ﾀ掴の船級を取得し所謂外航に配船出来る俊秀，それぞれの群で適正に整備す裁きであって，大は小を錐

″ねると云う諺は裟鑑界には通用しないと信ずる。･但し中船であ曇。

‐髄礎來mAJA形の旗塞掲げて居る故を以て鐵鑛石,，・4，造船所の整備は前述の事情に依って明かなる如くその
蜂燐鑑石等を種みに外航に配船すること存許されて居←舎理化をせかれ亡いる。
進散A型戦標船32萬G､T.,TLを初めとする大型戦標次に銭術面に雄て一言したい｡前述の改A型戦標船も
・戦棚船16"G.T.がL,典いよ國際條約に適合十る様に,AB諾級を痩得し外航に醜召し得る様な最小限の騨昌を，
敦遥ぜざる詮得なくなり，その改造案力魏出され蝿係方附與する鴬には,約2億に達する大改造をしなくてはな
面と折衝承であるが,こ＃1等の改造に要する經識は,一．らない｡當初は二三隻の代表船に就て盤1-ヶ所より試職：
墾繕’2憶圖前後と云われ準るので,新造船を含めこ片を採集しご材料試験を行しl'懲定された数値が出れば｜
淑鐸の識鑑改迭に婆ﾘー る費用ぱ，340億以上に昇り，こ・他は省略し得る様な話だったが,最初の材料試瞼の鐇果，

I
ll．

夕

附與する鴬には’約2億に達する大改造をしなくてはな
らない。當初は二三隻の代表船に就て姓1-ヶ所より試職‘
片を採集して材料試験を行l'l'懲定された数値が出れば
他は省略し得る様な話だったが,最初の材料試験の結果
力程わしくなかった爲に~粥毎に戦1-ケ所に於て材料誘
験を行い,その結果に就てAB船級協會の承認を縄ご磯
に改造許可申諦を提出する様にと申渡されて居る｡最遜

れ等力瀧手及謝奔度上期に撒布されることになる6正に

未曾有の繁忙が造船界を訪れることになるわけである。

然し-<方に於ては之等の搬白が6,5EOD/W以上の
に於て色々と問題が超つだのでより合理

p 公頭初の材瀞試慰
，d崖写學・言_rQ‘‘・竜，夢乏

8－一

太型船である爲と，最近の様に新船建造資金の過半を造，
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夕 ー

酌の方法でやり直しを施行した結果良い成績が得られた

ので，永い間の懸案が一令先づ片附き關係者一同一安心し

た態である。當時の設計着もこの船が今頃まで長生きを

して改造後再度國のお役に立とうとほ夢にも考えなかつ‐

たであろう。

我々 が政A型船の改造より更に期待を掛けて居た大型

職標油繍船の改造は鋲の心距の鮎で技術的には外國船級

詮取得することが不可能となり，關係者の頭痛の種とな
≦って居る。、

終戦後日木憲の原油を庭理する能力とL」て，裏日本の
魅

緒油設鋪のみ錬動ナることを許可され，我國椿油能力の

過牛を占める表日本の鯖油設術は全部閉鎖されたが，最

近これ等が再開されることになった。從来石油'鯉品とし

･てエロア又ほカリオア資金で輪入されて居ったのが，今

後は原油としてペルシャ湾方面から職入し表日本の購油

設倣に伎って蝿油することとなった。この爲從來重油と

してパーレン島より積出して來た日本船の大部分を原油

獄販船に改造せざるを得なくなったのである，これ等の

船は現に軍油を蓮んで居る船なので改造出来たけれぽ新

船が出来る迄この航路に配船出來なくな･り，その間他國・

船が割り込む隙を與えることとなり，将来の我剛貿易態

勢上甚だ不利の状態となる恐れがあるので，我々一同改

A型の改造問題より油槽船の改造に關心を持って居る次
第である。

次に造船界に坂って大き厳問題となって居るのは熔接
の問題である。關係零一同の努力に依って本問題は眞刺
に坂J二げられ，着々 賞効を翠げつつあるが未だ軌道に乘

って居らない。熔接技術の研究魑制の問題，熔接機械器

具の問題熔嬢樺の問題，熔接母材の品質に關する問題
等の頑要靴{項が未解決で本榊りに没施の域に達して居な
い。最初熔接棒の問題力噸上げられ諸種のコンクールを
行い，熔接味メー釣一の選澤が先づ行われたが，これは

あくまでも試驍的に行われたのであるから將來の保澄に
侭ならない。今後使用者側に於て定期的に購入棒"抜取
り試瞼を行い常時製作者側を鞭達指導する必要がある。
純鐡擁と塁F§雌線との優劣比較の問題も狸遥遥便楴の鮎も
併せ老え解決すべきである。尚自働熔接辮愉入の問題に
關聯し心線，熔剤の燕入が附随約に行われることになり
内地熔接棒メーカーの恐怖の的となり，叉こ群内地メ
ーカーの技術保存並に技術向_この鮎からも眞刺に考うべ
き問題であるが，熔接器の楡入はこの際-割も早く行い
現在建遥中の輸出篭は勿論，第五次船には相営旗範函に
辮接を採用ずべきだと考える。然し小生個人の意見とし
式は熔接範函はある限度に止むべきで，全熔蝿皆は4型、

船に於ては採用しても大型航洋船には未だ考慮すぺき餘
・－－-'1

地がある様に考える。熔接棒の品質向上に伴い問題とな
って來たのほ現在の母材の品質であるが,－殻に丙地製
品の品質の低下して居る際に造船用材のみ特に良斑の物
一を要求するのほ無理かもしれないが，早晩各部門庭於這、

素材の品質が問題になろうその先驍者として國際l生廻最
も高い識皆部門に先つ火の手が上った事は製鐵業去にと
っても量から質に稗向する最もよい溌會であるから此嘆
眞創に考うぺ弐で亀ろ。元來製鐵業者と遥艘業舂と健耀
も密接なる關係にある業種である。製溌原料のう畷騒嫁
船舶に使って輪入され，日本船に依るか,･外國繼I慧依鐙．
かば製鐡業者の生産価格決定の第一要素であるし，叉鐵、
鍋の需要者として最も大きなお得意溺豊船業者で§郷
決定ひいては我國輝璽業の或立如何ほ,鋼材慨賂の遥濯
にあると云っても過言でない。製鐡原料の輸入緬総塞
麗延補給金の慶止後の製鐵業の探算は相常困難とばし喰

顔際性の最も高い船細こ需給両面'二於で依存蕊製錘
ほ,少くとも品賀慣格共藷外國並の製品を供給L擦るに
非ざれぱ存立し得ないと籔言出來るのである。

鵬篭蕊繍謝窒蕊墓鶏霊護
も將叉將来に於ても最も熔接技術が進展する部門は進継

走ある。こめ黙から見ても識勝調係の熔撰"暁磯畷詮鼈

鶴とした研究鐙制を予念に整え，關係研究磯關を宥薩鋤’
にこれに詩合させ｛趣I｝さすべきであるざゞ．｡，

‐最後に一言したいのは舶用機關の研尭である。§砺蝿ﾐ、
り船魑構造に開する研究(戯ろ程度に達し諸外瀕と比し
左程の引け目を感じない?み､ならず,－ざ都の研究#ご鵜て
は優って屑るもの力;あるが，舶用磯關に翻しては絡凝の

差がある様に感じる。大型ヂーゼル機關は兎角としき高
温高睡汽罐，及びこず1等の蒸汽を使用する職用女一ピ
ン，小型の高速舶用擬關等に於て明に格段の差がある。

衆人の監覗をこの方面に先づ向ける様にしなければなら

ない。最近瓦斯タービンの蛮用化が我國に於ても大きく
取り上げら鉦鐡遁技術研究所,船舶試験所等と協迩して

先づ船舶方面に使用する研究が行われんど才ること瞳，
最近の鐙も喜ばしいニュースの一つ看ある。〔建稀省船・
舶局長〕

Ｌ
ｒ
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ｌ
ｌ
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10月魂訂正

○グラピヤのプレジデント・クリープラ､ソ卜號要目表中診

中幅は型幅の誤

○本文22頁寸/､/r＝”に對し,Vは節,L臓米，
を潮立とする。，

‘○27頁縊l畠趣噂戎綴表を掲載しました事ほ編獅ﾉ操り
に付御詫び致します。

○46頁Volt=IXVortexの誤
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‘＄嶬龍錫の消長と,海堕及び灘

墓驚鴬鵜職警驚
位糊のずれを表わしている笥罐は，

逼錘・謡I数字を鯛折圃示すぎこと
によって極めて明臓こ剣明する。し
かもその波の周巍は凡そ六年乃至七
年になっているのである。郡ち世界

理溺鵜景氣を示して弓,くれば，これ
r

l逗次で先づ蓮賃市場が活溌庭なって、

晦謹界力野況室現出L:,つL尭船腹
の不足を告げるに及んで新謹旙の需
蕊輝盛となるから，鑑船界も活況
謹呈するという循霞を，繰返して來
錘塁と侭醜かに箕證されて来篇こので

ある｡但こ邦う事露鍬浮の萱易
綱虹j鑑船の三つの産業の動向産
示すもの』であつ種，世界戦争という

主うな製列の2k錘）がある場合は，
必ずしもこの傾向のと潟りきほなく′
しで，異常の彼繍を生ずることは言

うまでもない。しかもこれらの消長

の波の動きや，波瀧の激しさは，日

本のように函力の貧弱薮割合に海運

功鍾業中最も霊きをなしている鯛で

は特に著しい事賀を否定し得な(､こ
と勿論である．．｡

そこで今次の世界戦争の場合を考

察して見るに，戦季ぬ犠牲が齢，に

も大きかった力嬬に交戦各國はア課

リカを除いて，勝敗の如何にか上わ

ら､ず鯖くべき國力消耗による疲弊に

購ったのであるが，殊に日本の場合

は麓に陰侭たる哀れな敗戦振りの結

畿図家は文字通り四苦八苦のどん

底に落込んで，再起のほども危ぶま

れるという潰朕にあること周知のと

泰吻であるきﾔ礎皇は迦貸收入という

外蹴礎得によって総入超過剛日本の
凸

國際バラ.ソスを輔う震易外收入の大

,宗として,造船ほ↑雛の唯一の謝諜
要素である商船を供給する産業とし

｡'．ず,はたまた國家の全生産.蕊を股
娠ならしめる綜合工業として,則覗も
・も國家に峡くことの出來ない亟要性

るという資例も少く．ないし，現にア

フリカの頚は原側頓常り3ドルに對
して日本叢での運賃が17ドルだと

聞くに至っては，箕易業者が瀧錘な
き費廉希望薄しの悲鳴謹峯げっ上

C

あるのも全く故なきに非ずである。
此意味に於て日本復興の爲には海運
の再建が,軍に騏業そのものからの
外貨礎得に必要であるばかりでなく
海ﾀ瞳易助長の篤に喫緊ら急務であ
ることば誰しも異論のない明白な事
変として國民の眼前に展開されてい

、

、
、

』

画
型
１
１

を有っていたのだから,･此敗戦の結
､采として海運の破滅的打撃が:國家
の自立上如何に大きな影響を輿えたらd

かということは，あえて説明を婆すシ
るまでもないのである。それも涯湊
被害力錘め声て言僅少であった造船業は

I

る。そこで海運力の急激な睡化の露
に必要な商船隊の充賀を従来考えて・メ狸一＝

ともかくとして，海運の致命的打撃
は日本商船隊の壊滅によっても明か
であって,談前戦俊の日本商船隊の
海上織逢力を比較する数字が之を物
語るものである。即苗戦前の日本商
船‘638萬噸に對し敗戦後の可動船

いたように内地遥船を以てすること

が’日本の珊伏に於て果して策を碍
たものであるかどうかという問題が１

１
残される。而して今農の日木の造船一

秒

業麺直し及び煙管には幾多の困難が125蔑噸は約20％に粗當噌ている
けれども，両者の海運力はその食釣
に於てはおよそ100對10の比率で
あろうと推測することが出来る。何
となれば125噸の残存船中,･その3
分の2は戦時急遥の低能率これより．
~鰯$ないとL録ポロ船である上に,

3分の1の在来船と雛もその大部分

伴うことは，けだし常然のことと言
わねばならないが’特に技術の低下
金融難’過剰造硲設備，非能率，勢
働力低下，資材難，蚕材高，船憤高
下識業審の末整Miiなどはその箸しいり典

ものだ．と言い得うそあろう。恐らく

I

ノ

は貨幣償値の激落している現在の馬
観鱸嘩では’職出船即ちﾀ蠕珊の
懲鐙受註さえも容易ではないのでぁ

ば既に相當の船齢に達している老朽
船ばかりであるから,鋤船隊の縦
4

るということは’商船建造の篤に図
､家の袖論金が必要だという蝿伏にあ
るからである。鋼材，燃料など國家
の補給金によって生産されたものを
伽j識勺する趨閻工業に，更に莫大
な袖給金を必要とすることは，たと
え迭船工業が日本の全工業拠誕1号謎
してなくにほならぬ重要な綜合工業
であるとはいえ,國家としては此際
一鯉の考慮を鎌う餘地あるものと考
える｡即ち糞材難,瑚劉高の際に
〃P

G/ 句

邊力に於ては殆ど問題にならないほ
どあ絡段の相異がある鐸である。
こういう日本商船隊の壊滅I曼等し

い大打撃の結果は，一而に於壱海外
蛍易に對する海運の峡:くべか’らざる
こと，並びに虞の償値を國民特に髄

易業者に濯ぐ認識せしめつ上ある。

というのは現翻諭入品慨絡の約3割
乃至§劉を，蓮質が占めているのが
通例であって,甚だしきに至Qて臓
運鏡力滴餓側格の2倍3借に相織一

一一一20－－－．
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あらゆる種類の原材資材製品を集約
o

組立てする綜合工業の急速な復興を
狸行することが，此日本の現朕に庭
する國漿とじて果して安當なりや否
やという問題については，國民とし

て更に械討して見る必要があるので
はないかということである。

惟うに此醐家興亡の岐路に立つ日
本の現段階にあって，國家の自立と
復興とを確資ならしめる篤に海運両
、建が喫緊のことであることには，い
ささかの疑を容れることは出來ない
が，さりとて此際速急な鰄画擁復
興の篤に飽くまでも新造総主義-テﾀ侭
槍でゆこケという方策が采L裳ご遮畜
なものであるか，はたまた無理な造
瀦業の急激な強化を櫛時見逢って，

之れに代る他の迩営な過渡的方錐を
誰ずることが鴬を得ているかという
二つの問題に韮蒲する課である。而

ぽ

し､亡日本の經濟復興遅々 と'して極め

、て困難な凹悶の情勢を勘考するなら
ば，こめときこそほむしろ篭者を選

ぶことが現代に即し，同.日水復興を

早め群るものと思うが，その方策の

一つとして外験I船の裸蛎船，その第

・二として占船の1職入による方策の蛮

行を敢行すること力鐺然考えらオリて

もよL,｡第一の緋船については勿〆

論アメリカ1割由型船を伽船する期待
の外には，大逓伽鐇を望むことは困
難であろう。.誰和條約力轄ばれて外
國間の"易品海上輪逢に日本鐇を使
剛し得るときもさ(￥遠い將来とは
考えられない。と罰よりも必ず近
い將求に此期待が変現されると想像

力端態と異って,著しいプェさスゐ
■●_

・調しを現出しで來ることは遜庁難し、
u・‐

のであるが，敗戦時の商船隊の尭罐

が大きかっただけに，こうしだう(捌・
、

のない現象を容認しなければなら注

ぃである；し,またそのこと勘鐵謹
j｡問題として日本復興によ6效栗的で
．あると思われる。かよう･な考察をし
，､て見てこそ,求題の｢海運か造飴刈

建

；とr,うエうな曾惠なかった對立的鵬
鐸力理由あきものとして砿り-瞳げら
れるのである｡しか$緑騨:造鐇と

が不即ﾌ栂雛の毒潅として溌長を共に

することは,zF時に於届ては何等まる

ところばないのであるが，日減謹鼬
の早急ならんととを切望する國民窪

ぃして(き,此考察を噸計して暫く窒

練鐺裟k辮繍、
、の意鑑であることを強調せざるを得
ないのである。

侭りに海運力増渥の-部を雑避贈
を以て袖い秀々 遥船業の繕陵をなき口U
しめるとし筵も，飽くまで能率第一J

主義の下に此際設計建造患るべ宮商

船は，蝿6同様の観念で昔のま霞の

無駄な賛澤な高膜なものでおってば′
なら筬いこと無論であると同時腱，
昔の船を運航ずることぽかりを望む
船員があるとすれば，それば大きな

心得違いであろう3我醐ば少くとも
海蓮に關する限り，此政戦の織艮と．
，して貝清役繕時の憾迩通力と大鑑な
き葱までの縛識展りを現鵠したのであ
るから今一蕊その鐺時Iﾐかえつ域胤

りで新たな心熊えと挺陪とを以て再、

:i罐しなければならないの零あって

今暫くは占船を翠使して荒稼ぎをす、

ることが，日本海員に輿え､られﾕﾐ規

蜜の馴家の要請ではなかろうかと思

う。あらゆる製品を職＃した職遼迩

IIJするごとを一懸の理想とすること

は差支ない力、今はそのI鮮代ではな

くし-ご装肺してなくとも謡》航糖睡

（25頁へ)j

自由通商が世界の理想であれば，海

運業は前途洋々 たるものでぁっ謨，

使用の傭船は重油燃焼船である妙
ディーゼル船であろうが何等の差支
のある筈はない。ただ優秀商船獣。
急速整備が事資上不可能とされる現

ゲ状においては，定期航路船の蓮誉が

至難であるから，日本の海運業零は

不定期船を運航する所謂オペレータ

ーとなって,先づﾀ虚痩農に活躍す、
ることが此場奇の先決問題だと言っ

てよい。またもし裸蛎船をすること
が諸種の薯鯖から許されなかった場

合には，世界市場に於て船齢20fF

以上の古貨物儲を探し求めて，出来
得る限りの低廉な慨格で之を職入し

改造識などは極力節約して最少限度
にとどめ，之溌運航することによっ

て少しでも多額の外貨盤得を計るこ
とが，今日の日本海運人及び海員に

課せられている國民の要望なのであ
る。 。岬

：一方80餘蕊噸の年間建進識臓
、

残している我画の識勝所は，恐らく
此能力に對して1ケ年20蕊噸以上
の商船を建造する時期に悪まれるこ
とも中々 容易ではないと推測される

～

現状では，好むと好まざるとにかか
わらず業者の合迩¥内整理を必要とす
るときも遠くは無いので，その大半
が閉鎖の運命に陥る最悪の場合も懲
想されると思う。他方日本の商船縁
力殿前の海上織逢力を鋤侭しなけれ
ばならない必要に筵られろ時期が，

近き将来に到来するとは考えられな
り

いから，ここ暫くは造船業そのもの

の經誉及び造船所の再整蹴,合理化
能率化による箕1皇充笈した企業磯制

壌鶏縦鰯篭灘耐
を整えながら，周本復興の爲に刻下
縦くべからざる海｣溌塗ﾉjの狸化を

萩造船による補充以外の方策を以て
迩進？-るこ上が籍まい､のである。
かくして海通寺造船との卿時の消長

－21－－－－

－＝

】

’

、

’

、

さｵしるのだから，今後の日本船通航
については照に内地外劉間の貿易ぱ
．かりを考えず，世界鐵易に寄與する
大きな役割を演ずることをも目標と
‘′して，海上輪邊覗業に磁極的に乘り
り出し，貧弱な資力なき國家を救うべ

鐵鑪織鰯蕊鞍
‘が”である事は多言壷要しなv,。
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絶對軍位と重力軍位の換算法’ 、

i
〆

、

純ノ 宮津リ

〆一
『

〆‐力＝質量×加速度’ 9

重量＝質量×重力加速度

に より．

、問題の重垂=19(質)×980¥

,,-980･9蝿墾堅……"……qう‐グ

毎

でなければならない｡すなわ芳獺對軍ｲ垂における
重さの箪倣はg(質).ci,/s2である。(1).そして
その蕊位で質量19(質）のものの重さをあらわ
せぽ，その卿直は980である。
重力斡立では同じこの重さを垂量1gであさと
いう。云いかえれば雌'9.("･の.ものの重さ
を1gであるとする：すなわち重力単位ではgを
重さの単位であるとする。よづてたとえぱ1g(O｡
もの竹診るということは，重量1gのものがあるド
ということである。混筒Lをさけるために，これを
19(重）と書くことにする。(2)この重最19(">
のものの獺蛎,_歸Bの力學の法則

質量＝力/加速度

＝重量γ重力加速度
，P

に よって，

問題の重量＝-圭豊"L=__1_9").sg
980"_-980で前
S2

……..……･……“…･･（2）

でなければならない。すなわち重力耶位における
質最の軍位はg(X).s2/cmとなる。そしてこの軍
位で重最19(動のものの質量をあらわせばそ
の捌直は1/980である。

まぇ力鐘CXn-g-s準位をm-kg-s軍位え換一
算する計算どか，メートル躍位猛吸一封度軍位え

鍵算する計蕊あるいはそｵしらの逆算には，とく
に問題とすべき事柄はないようであ垂それは，
佃忍毎騨位の間のよく知られた關係を韮として；
審易権難算を行いうる性質のものである。‐
壷とえば15kg｡m/Sなる動力を9．cm/mn,な

惠軍姪彰ら‘わす場合をとってみﾝろ｡先ず単位の
間鰺萎れぞれの關係′

rkg=1,0009.
ゴ

1m=100Cm

'sF&-m。
■

を即いて1kgjm/Sをつくれば

Z_k蔓筌ｴ型_＝聖皿皇型9匹里,.I
1s-1

W-mn
，

すなわち〆
ノ

ikgﾀｪ、
’一一一＝1s-'-----"nln000×100×60壁g型sxnn

瀧って比例鞭によって

'5壁堅='5×''000×'00×60箒等一
戸

＝9×107-壁望些
rnn

㎡

が得られる。これが答である。

この種の換算に對比すると，絶對軍位から重力

蕊倣えの換算,あるいはその逆算には力學の概念
織綴／でいて,趣を異にするところがある｡しか
も璽力邸位は工學の計算に凌ぐ〃lいられ，その換
算法を知りたいと』ハう要求をしばしば耳にすぢの

｡

､

１
１
１

ヘ

、

I

、

1

－ －－

善』■一、ー＝マびり〆グー‐ー〆‐一一、‐苧一一一-‐、－．－‐,‐_F－ － －

で，こム.にそれを解りやすく解読し，またその機，(1)g(."．cm/s2をダイン(dyne)ともぃ
械的換鄭法を‘＃樋て示すことにする。う。

きぎ織的撫醸法絶對躍位ではgは質避の単位で．（2）重力箪位とは質最がAgのものを重さ
ある。例えば19のものがあるということは，質がAgとみる方便上の軍位である。云いかえる

"19のものがあるという.ことである。混乱をさとAg(勘の§のをAg(")のものとして扱
けるためにこれを1g'(質）と書くことにする6う漿位である。これはしかしAg(質)=Ag(X)

､この質抵]g〈質）のものの重さは，力學の法則ということではない。

と－－22←一

1

。
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一繩對箪位と重力軍位一

一一

＝

1
×一一
、,C、1．s

g(重)等、1~旦堕ユニーユー
cm･g"-･980

さて19(X)は19(質）のものの重さの表示

だから，（1）のあらわす重さと同じ重さを指して
いる。從ってそれらは営然ひとしいbすなわち

］望(")=980-gL雲竺…………･く…③
また19(質）は19(Z)のものの質量の表示
だから，（2）のあらわす質量と同じ質最を指して
いる。從ってそれらは営然ひとしぃoすなわち

'1g(質)=｡:0-g鶚逼竺………………(4)
(4)の形は(3)を書き換えただけである｡(3)
(4)カミ絶對箪位における9(質量単位のg)と重璽
力軍位における9(璽逓軍位のg)-との關係を示、崩
す式であって，換算の基礎となるものである。
絶對軍位と重力単位との換算に間遠いが起り易一

いとすれば,､それはgが雨方でgとだけ記され・亮
ていて，たとえばg(質),g(Z)のごとく書きわ

けてないからと思われる。少くも換算の時だけは

，（1）絶對軍位のgはg(質),重力軍位の9で

はg(").であるとと 時

“（2）そしてその間には(3),④の開係がある．は
ことに思い至る必要があろう。これを用いさえすつ

れぽ，との換算も初めに例示した普通の換算と，

性質J二塗りのないものに歸着する。それはずなわ

ち1m=3.3.尺のごとき闘係とともに,(3)またと
は（4）の關係を併用すれば足るのである。

との換算は，次元に質"をふくむ量についてだの：
け問題となるはずであるもその他の堂は，耗頚軍
位であらわされようと，重力鼠位であらわされよ
/うと愛ろところはなlバ。

企
、

〔例1ｺ絹對単位で0.01799lCm･sなる並を重
力軍位に換算せよ。、、

係鯉あ霊,‘龍鰐藍'蔑篭翁篭誉從
かは判らなくてもよい。単位は絶對軍位だからg
はg(質)である｡從って與えられた堂は

0.0'79皇裳一
しかぅに（4）により

1g(質)=歳響堂一
從って。、！ と歯

，－－－23－一一
、

●

α、

〃
ー
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ケ
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一
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ダ

１
１

埜
賊

９
号
７１０●０×１

獅
雲

一
坪

動ｇ酒１０●０

且 藷=0.000,018,"3－

､＝叩00,0輯,3亨器
－ －

これが答である。､蜂、

〔例2〕．ある流艘の粘性係数をCmgg≧s滞鵬
重力軍位であらわぜぱ0･000,0J8,3であ藩α‘墨
れをcxn-g=s制の耗鐵単位であらわ巻。．
（解）との問題では，典えられた測迩に窮雌、
つけることが先決であるが，それは,･逢埠載職
元がら定ま詮ものである｡粘性係域浬の裁諺は

くM.:'、．
Qg=fr､く蕊

である。こ‘にM,L,Tはそれぞれ鰯$長さ
時間の次元茜あらわすoCnl戸琶-S制@鰔剥睡蓉一
は，（2）によ,g(重)･S2/c製が質量､勘嶬位で弱
った。從って以の軍位は，次元から考えて．

・具L詳雪cm･s=皇需皇
となるpこれによって1問題の粘性係数は f

“=0.000,018,3塁馨皇
の筈である。しかるに（3）により
1通("=980gL尋ｴュ

、

｜
’

’
1
1

。

、，皇需皇=980~L馨二型×念0

‐,8,毫鴇
従って

""…
"=dOOO,018,

＝0.0'7鵬9号鰐・

＝0.017,9で急ぎ・
となる。これが答であるo

＆
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ー船の科畢一・
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g㈲×孟惹=蕊一＃ノ

機械的換算法＝般的關係（3）妻たぼ（ぬ'′'i
夕f五＝一 である。これを

・を書き換見れば‘．
、一●

，80署=,蟇儲;………｡‐．、=Efg,
すなわち‐ と書いておく。二つの比をとれば

『9．s)rWJg‐-塁僅込学’ ′（重力軍位)言EffF1g･cm9"sZ

1…｡･じかし熟蘆｡､吟‘‘鯛鋤余！…~~而一
|‐暑鳥皇］．＝98,

規約<のによ・ってこれを′

|･俸軍・麓噂轍驚…“…鱗鴛覇慧蛾…1
襄警墓競瀧腰蕊蕊鰻蕊&…．‘／

，－9－と=_L_a昌一亀｡そ,してぞゐ扱いでは道(域_とg(燭とを共二 cmCg-DEUcm2

、にgと書いておく方が，ことば簡軍にすむこと 〔適用例幻質量の換$獄;,質簸･mの炎元|ま｡"

権錘ろ｡hその方法とは次の通りである。 chj=邸である｡絶對軍位では愛逓‘童蕊位は。

《i》問題ゐ量の次元を考えて,そめ絶對軍位g(m,これを軍にgと書いた若く・重力軍位で
は質壁‘口堪位臓，（2）により,gCm)s2/Cmであ聖重謝軍泣とを定める。3，′

‐③その比をつくり,g(z)79(質)=1とおった。これを．g･s2/Cmと書いておく。こつの比
く（共に･gと書いておけば自然に消えて都合がをとり．

．《繍箒－．よv,)｡_

(iif)こめ上鼬一般にcm/S勢の軍位をふくむ

から,規約'(6)によってcm/3を1/980とお規約(6)によってこれを
‐きかえる。かくして換算式はおのずからでき'あが．、’＝一一一一

980
り，それから先は蝿なる比例算で換算できる。

とおき，質溌の換算式として次式を司る。

〔適用例、粘性擬数"の換職粘性係数'g-*-f
の乗元は前にも出たように["]=M/IJrであるもあきいほ

寺
戸

③･により重輝位における質錐の単位は
i署等=9809、言(X)･sycm画である。よって次元から考えて〃

の重力軍位は．、
次元に質最をふくむあらゆる量lfたいして，同

塾璽瓊と×’こ－塁L塑至一一のやり方で換算式を求めることができる。，cJn"､crn･s~-cm2

，であるゥとれを．

機械的換算法の根擦との換算法は方便としてgos

I=-面蚕 採用した關係g")=g(")に立脚しているが'､
戸

と書いて若く･力駿上g便）とg(質)'とを等號で結ぷとと幟で
組對龍倣では賛量の鰻位はg(質)である。よ′きない｡g(Z)|は璽参の軍位,g(節は質塗の軍
つrて次元から瀞えで似の絶對恥位は．，，．位で次元を異にするからである。この二つは加速

一言－24卓壹－．帝

可
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－ 絶認窮位と重力躍位一

kg(").s2/mなる軍ｲ:を簡軍にニュートン。mWe

ton).と過いう′。また(6)に該鴬する關傑は
，_堅=一-'一.….….…………:.…(6,)、
s2-･9．80甘

〆

である。と囚に9．80は重力加速度9.80m/S2の

数字(3〕であるo，
、

(2)/t=1b-s単位では,(3),参④｡式に該営す
る換算基本式はつぎのようになる。、 、

＝伽")=322血響Zi_..…"……“
･_.･11b(").s2，‐

1'b(")=3j麹一一-一~…',･･(4''/､な

lb(X).等/ftなる軍位を簡軍にスラツグ(s]ug)

ともいう。

壷た（6）に該當する關係は

｡､'一釜=試す………………………""）

度を介してはじめて同種の量とすることができ，
従って等號で結べる淵係にもなる｡(3),(4)が

それである。從って機械的換算法は19(重)=19

（質）とおく不合理を（6）式という不合理で訂正
するところにその根擴がある。

た営一･定のものについて，もしそれが59(質）

のものであるとすれば，それは同時に,59(重)、‐

のものでもある，ということは正しい。重力卿立

が本来そのような約束のものだからである。かと
云ってそれが59(R)=5(亜),すなわち19．(質）

=1g(X)ということには蔵ら瓦い◎既に述べた
通り,g(質）は斑逓潅,g(")は亜量を指してい
て，この異種の飛が等しいというばずはないから
であ.る。

注意事項①In-kg-s躍位では,(3),(4).
に該徴する換算基本式はつぎのようになる。
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凸
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I 一

である。と』に,32.2は重力加速度32.2Jt僻の
之『色

数字(3)である。(東京大學敏嚢）′
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(註）（3）亜力加速度にはその場所の値をとる。

する研究検討を怠らぬよ詞こ・し,他
日‘弗羅写ﾐﾝゲと-陽來穂のと誰
備え，時期の來るを待って鏡箭②科

〈21頁より）

用が出來るならば，そういう設備を
省いて低船侭船の運用を計ることが

て，最も合理的且效果的な復興計蜜

に基いて必要の手順を經で眞の資力
を表い，小さくしては自而上，大きく 、

| 蕊護
でだにアメリカ船に比鮫して4～50

'"I:辨篭悪驚礫
とは，所詮不可能だと言'うの外はな
姑

｡、い◎

さて1舗勝購入の場合は中型船及び

I挫淵I!の小型…建選び'ﾗ:／
1パーとして之を蓮N1し，その一部は

｜‘蝿鱸"の"柵繊鶴の?‘‐ドラインに京撤せしめて活雌し得る

定期航路にあてることが望ましv,。

‐日本の船舶業者にして今尚戦前を夢

みて,昔の状態に直ちに引戻ろうと

考えるものがあるなら'ぱそれは無謀

に近いと言わねばならぬ』換言す、れ
ぱ輔iの状態にかえる重電には尚幾
多の段階が必要だということであつ

しては日本海蓮の再建に堅麓な歩み、犀技術を行使し，劃期的に進歩し錘
を見せることが胴要である｡かく翻僅秀商船を建迩する理想を溌斌い
,じ来るときは優秀な震船隊を今直ちようにしたいものである。
に蝿術ずゑごとは，むしろ不可能と、 之を要するに日本の鋤ik(吾虚して、
言うの外はなの．であいる力§ら,fiH-國家復興の早急壷希望するならばグｨ
年かのM鋼ﾐにある想定に基く蹄滑除此際は海迩を主とし,‐識腱從どじ
を日本が保有することを目標とじ己て,先づ瀧錘再建に金銅を傾注し”
堅賞な歩承を以て一歩一歩整備を準崎期の到来をまって鐙錯が海堕に併
めて行くことが'却って日本復興の行しつつ目畳室しし像､活躍鋤鵬手る
大きな推錐力となると言っても差支よ地周到な計識を今唇し這栂立哩
ない。按晨詞剴しば古船でもよいからて置かなけれぽ悔を御吐に蟹寸弐捧謹、
ﾙﾋ際國家の急を救5過渡期を無氷にいないと言うことである裡鐙般瀕日
通過せしめる篤の海運力揃確を鐵現本工業發展の上に不必蕊であるとい
させてゆくmことが刻下の急務だという理由も諦愉患成立たないこどは目

うこ’とを識識するならば,優秀船隊明であるが,今の錫合は識罐は蕊1，
を卿湘曜有して眞の鐡力を發揮する理と合理化の準伽鮮代と考えるこ魚
時期は，注しろ今日に於ては第二蕊が，却って海誕璽呼述を早からしめ，〃

的に考える方が合理的であるという．併せて造船業の合理軸運徴に資する

ことである。しかも此過渡期脚いに結果となること識詞して,誤まら
謂船業者は事業の整理，技術の向上ざる國策を樹てるご2二を焦眉の急と

企業の合瑠上，施設の改善などに對考えるものである。＝〆、
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米國式巾着網漁船と漁法

漁船と漁法の概要
造船屋から見た漁船
漁潔寺に我國の漁法について

’0

船 と漁法の

(A)
け

(B)

(C)
、

グ
6

ず

概 要〆
／ (A)漁

田中 衞1壬
一､

〆 『

4

投網の際浩は全力趨噂で急激な淘司をなしつつ，魚群
のまわりに網をおろして行かねばならないのであるが，
その時ターンテーブルは自由に同鱒し得られ，第1間に
示誠ﾛ<船首の方向如何に拘わらず，網綱の引張る方湖

まえがき

茅メノリカ式漁船の合性的且男づ能率的な特徴を採用し,
我國瀧皇籠の發展を勝る事はた壁に斯方面の關係者のみ
錘唱湧学，國民すべての關心事でなければならぬ。元来我
藤鮮帥瀞漁法といえば,鰯辮ごく陸少の場合
しか用いられなかったのであるが，ァ胃メリカ式を採用し
・で鰹･鮪等の場合にも巾着船を使用するときには’餌を
必要とせ謡天候･潮流の影響に患弟さﾙることもなく
穂錘な漁礎が得られる。この故に釆式巾着網撫譜の研究

とローラペシヤフ'･の方向を略ぽ直角に{采ち,網の投入
を容易且』つ図滑なら.u必一一一～

一■～

る。次に網を引上げて行く
＝〆〆 、

,zｩブ”一三、

！

時には・ターンテーブルを
180．同韓し（人力で容易
に動き↑鋤ローラーシャフ
ト詮船の内側に向け，シャ
ブ1､の上を滑らし乍ら，順
次に網をテ写プルの上に積
み重ねて行く。この順序に
網を引上げておけば，次同

は非常に興味のある問題である。，

米式巾着網漁船の特徴／

"

鍬鋤蒲網擁瞥の一例をあげれば別掲一般艤装岡の如
くで遇ろ。〈グラピヤ富眞参照〕
‐皇菖織にアメリカ式瀧鐇の特徴は次の3つである。
'(1)Tmengine

戸

f･2)nt'唾裂tableの使用一

I

，第1圃網を引上げておけば，次同
に網をおろす際’ターンテ戸プルを再び同鞠しローラー
シャヌトを鮮郡Iに向け網を引揚げた逆の順序で下ろし
て行く事が出來，非常に向葬的である｡

ぺ3〕デリ､ツク・プームセ網揚げをなす この様にturntableの使用は投縦時にも叉職偶時,弓
〔蓼典駕識榊鶴に腿らず｡錆んどすべての澱‘，蹄に伽である。
船は壷OPengine型式であるが，これはヱンヂン室を 巾着網漁法
ずっと船首の方に位置せしめ，船の鍔I墜部はすべて魚鎗
とする。魚鎗の上ば庇wｳ桑場が開けウインチとデリッ（'〕巾着網
グ誹融.･道鑛揚げを行い引上げた魚は直ぐにそのまま魚 巾蒲網の間をゑがくと大艦第2間の如くである｡壷溌
鯵の糸腱放りこめる様になって居り，作業がやり易く能の網と異る鮎は網底に締付け腿のリングを適當な間隔に

とりつけこの環を縫ってワイヤーをとおす。丁度，,巾着率的であ易。

叉トップェンヂン型式とする時には，船首が高い船型のロをしめる要餓でワイヤーをウインヂでしぼり，魚を
となる蝋は云うまでもない。 包むのである。‐

(2)rumtable 通常“hされる巾謝悩の一例をあげると大瞳
タ震-ソテープル僻胤の利黙を述ぺると次の如くであ 長さ1000M

る。（鱗遼については堀氏の論文を参照のこと）深さ60M
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。 寺巾蒜網漁船一

】縮の重さは約10トン程度であるが，海水を吸つ、(A)圖網綱の-劫淵をもった小型漁艇が偉』l畠する。
奇は約15トンにもなる｡.又網底に等間隔にとりつ(B澗本艦は網を放り込み乍らフルスピードで魚朧
員の寸法は‐のまわりを旋同する。この際魚に感ずかれると鍵等～

“で10マイル以上の速度で逃げる随一全力趣尊健お200⑩x18mm

j大鐙100個～150個とりつける。ける船の旋同能力力琲常に重要覗される。"この抱逢
操舵機は，ハンドル三画鱒で旋同一杯位Iさけ

蕊

ー

であり縮の重さは約10トン程度であるが，海水を吸jつ

た場合は約15トンにもなる｡､叉網底に等間隔にとりつ
ける環の寸法は

200⑩×18mm

であり大鐙100個～150個とりつける。

再

ー

や、

－

1

鰯
〆

シク.~‐ゞ
一-C公租

位の方力輔静的であ.る様に考えられる。
鰹は網揚げの途中，中層で死ぬの力惨く，叉
鰯網の方が耀網の場合よりも締ゑる力が大きく､
なる。網の引張力は勿論，漁痩高により訓端噌
異るが通常は101､ソ～15トン極とされセい
る｡"漁礎高の多い場合は20卜〆以戸ドに睡劉し
て操業する。操業時間は穐嘆高101､ソ程度奮
約1時間とされているが100|1､ソ位ご(ま懇
12時間を必要とする。

この巾着網底部の蕊をしぼって網塗引張る際
‘?漁描ウイシチの所要篤力は非常に大きいのi電
あるが，アメリカ式巾蒲網獅皆に於言はこのウ
インチの動力は殆んどすべそMainenginek 曇

りカウンターシャプド，チェインール1一等を經
て駆動される機溝になっている｡鋪この弾み

鯛隠農綴雛蕊驚鴬羅

百R''1.line

（
、
画
）

Pu工serユヱ9S ”シチ驍鋤はクラッチにJきり闘単I壱喫鰹謹径I守…

第2団この綱をしぼる際の鍵犬嬬才は通常70~80唾
叉環をしぼるワイヤーは大腿である。1．

(E)剛､網底をしぽつ鶏ご網を舷側に引霧ぜた搬態で16～20<pmm

程産のものである。あり，デリックプームを使用し乍ら綱の引揚作業を
〔2）巾蒲網操業なす“この際,デウックの必要引嬢力箪網の鑓度よ
巾蒲網細普の操業説明岡をかくと第3圖の如くであり制限され5T以下である。即ち鰹径庭でほ網證幾

辮喫潔霊|灘霧蕊篭る。

通常小型あ漁凝を2～3隻通れている力猶一隻は動力
鰐である事が必要であり，この所謂テンマ船は船巾の魔麺で作業する關係上巾ﾗ濁措はロ声リングの少い船力窪
い方力韓ましL篭テンマ船に侭2～3人乗組む。ましいq

’
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一 船の科學一
一

ねぽならず，軸受の潤滑には特に注意する必要がある。

このたあにシャフト・トジネル壷設け湿制注油詮なしつ”

つしか亀流出する潤滑油は一ケ所に集まる様にしポンプハ

で汲み上げるか，或は潤滑油を全然必要としない画一ラ

ーベアリングを使用銅Lぱ好い。この中間刺I受にローラ

ー.ベアリングを使用ﾂ渇事は種々 の難鮎が存するけれど

もj比較的小なる荷重であり,､嚴密な糖度も必要としな

いから，ローラーベアリングの方が簡照･である。第坐圏

は巾着網漁船の機關室配澄圖の一例である．

(3)雑用水ポンプは巾着網の洗雅用にも使11jしなげ

ればならぬ關係上，相當大きな容赴のもの力窪望される

邇常雑用水ポンプは5''程度のものが必要である。
,（4）冷凍裟遥は通常装殻するのを好まず'50,.ﾝ画

下の漁船はす診穏て氷を運んで水氷式学る｡一般に冷凍
機の不完全さと相俟って漁夫は聡凍装遜を敬遼し20Oト

シ程度の漁船でも,:冷凍装遥を備えないものが多い。
鏑個は漁溌ウインチが主機より騒肋されるI勘であり
第6岡は従来の刺I系繼造を示す。

9
Ｐ
一

‐も 、

第3図～C
一第3図-B第3図-A

閨

繭
ン

二
Ｆ

第'3図-E第3図-D

、・第13圖．
●Z

。‘9‘

巾着網漁船の計霊設計

α）「I晴網漁船の丙で最も困難なのば，ウイ.ンチの

潅魔bc映走である｡．但しﾕ00トン級の漁船でばすべ
てカウンターシャフト,,チェィンベルト等を漣て蕊肋さ
れる樹簿どなっているから問題はないのであるが，ウイ
ンチを髄助化する篤には相當問題となる｡I

睡
迩常かイン却所要馬力は揚網1I菩に
両鐙望80麺>程度を必要とする檬に思われ

墨電動機騒動の場合,定橘50HP:呑相

灘翼驫製欝霧鰯諄､~亨

許
動潤ま相當大きなものとなり，デリック縮

嘉鼠製;雛霞震鶏誉
け,ｶｳ蕊一ｼｬﾌﾄで藻鋤する識霧
が必要となる。叉揚網時の矧涛間のみは

"ﾗﾝﾁによb別流動磯と結合して並．雷亨＝

燕有誕轆をなしうる繩豈とすゐか主機より

頚助詞し､うる繊蒲と歩る事が望ましIA｡

匡司｜｜
（2）1．，ツプエンヂンにする時には軸

系蒟誹常に長くなる。しかもアメリカ式

獅呰に準ては岬後半部俵j-べて魚翰と
たって居る故,’中.剛M1は水密の魚総の下
をくぐって行かなければならぬ。しかも

j州卿I受船)鋤1段は潤滑装逓が非徽に困難でもり，もし

軸受力糖けついた場合も，外から判断をなし禅ず,魚舶；

の底をはがさねば鼎繊出来ない不利な熟があり，而も從

粂刎船ではう織姓油装置の行われているものは殆ん，
どない状態である。しかるに，軸系か長く且つ同韓數も

比較的大きい故軸は振動を起し危嶮同紳敷も問題とされ

〃

|’

－L
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第 4脳I

もし（”巾着網漁法は餌付きの悪い魚に對し剴ま勿論；
魚鮠；鯉､鮪等の様に我國では従来手釣専門とされていた種類
も從の魚に對しても採用する時は天I輸洗等に影響されて全
嫡ん'=然餌に付かず,不漁と'､う様な場合もなぐ職な漁法で
敷もある。詩に鰹は蜘噛の目は不猟が多いのであるけれども

されこの場命巾着網漁法を錬用ー れぱ合蝿りである。ー
、
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（2）エンヂン室を前方におき，後

半をすべて魚鎗とし，その魚鎗の上で

ウインチデリックプームを使用して作

業する方式も非術に能率的である。又
ターンテーブルの．使用も仲々 うまいア

イディアである。

．（3）然し乍ら，アメリカ式巾着綱

漁船の方が従来の日本の撫僻よりも勝

＃っているとは云えない。日本の漁船は
日本の事蒲に合致して設計されねばな
．らない。例えばアメリカ獅普は一般に

zI穏な海で操業j･るけれども，日本の

漁夫は反えって荒れた海を好む。かか

る場合トップ、エンヂンの漁船は效率が

悪いのである。又巾請網漁法すら，手

釣漁法と比較して演重に考慮されねば

りならな､､､｡!”しどもすべて人力で事を
成さんとする日木の測雛に幾分でもア

メリカ式漁船の能率的な面を採用して

｜我國水産業の袋展を固るべく各方面よ
りの研究を期緋するものである。

（日立造船遥磯設骨i課〕
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‘‐漁法のアウ1,ライン‘
、

漁業に馴染の薄い讃者のために先づ初めにこの漁法の

蝿を説明畦う｡･船は後甲板力竣く，中央に.Derrick.
と星癖墜を備えた橘'木,幾尾には漁維部を載せて
｜自由に旋同出乗る犬なるTumtablel基を備え且つ魚
群を捕えるに充分:な高速力を有している｡その夫燈ほ＝
樋配置園に主らて見て頂き度い｡漁場に進入すると橋上
危感躍に(拳老綴な溌夫が上り,魚群の發見に努める｡，
魚群侭蒋面に生ずる漣によって認められるもので,練

熟'竺灸尾張者ならば,その群の大いさ，進行方向,速度
産太要件は勿論魚の種類をも確蛮に知ることが出來る

という。豈

魚群を發見し,,これに謝して捕礎を試みることに決心

ノ

ら 見た漁船
”

～

美元堀
＝

＝

太譜の周函に3角形の大孔が開いているわけである。壜、

れから魚の逃げない様に，棒の先に片底の圓底を今蟻羅
おどしで水を掻廻わぅ投の漁夫もある。郷蘂が夜間⑲鵜
合は水中電灯差20零位の深さに入れて熟減ずる。
〆これ以上の詳細と揚網操作は他に護ることLして,織一乙
装上必要を網の要熱を見ると，大小種々あるが，米國の
1例とし馥さ300",深さ30尋という数字力途遥も
網目は4吋から7吋で魚種が許せば荒いもの程輕く職
良い,HaulendにLandmgbagがあってこ坐に魚登銅｜
める。網の全重量ぱSinker約1屯を含み10屯鋳,.濡
れると更に数屯を嚇す｡綱類はマニラローブセ野嘩和g
rmgは黄銅叉は鋼製iE鉛鍍である。′ 、

－､

ノ

漁法に關聯ある艤装、！

上記の漁法とグラビヤの→没蟻装耐と諾,－鍵願し､礎
い°本岡は幾分日本向に改めらｵしたものではあるが,猪
米國型の篤しと見てもよいであらう。従來米國の諾も燕

’

霧つぐと船長は自ら船橋上で艦を擁縦して魚群を追跡す

る｡穰蕊ら操縦Iま船橋上に讓没された把手によつ~q蔑陵
職長の手も行われる。〃
，船くま全速]で魚群に遜〔､すがり，その側方に迫る。網

と楽に船尾に櫛成して萱>つたskiff(像馬船〕傍この時／

氷面jこ卸され,細”端の灘練を把持した'人と，擢を
鐙愛二壜操艇に任手る1人とを乗せて船尾に曳航される。
饅合志画Fうぐ艦長ばSkiff-を離す，即ち艇は網の外端
壷参瞬室壷本譜室嵐蟹L,本鐇は鰯を入れ乍ら痴珂に大きく、
画塞鐇いて,魚群を包函チること上なる。もし魚群が大

き過ぎる様ならば，その先頭部を包む厳にする,;側方や

瑚央鄙を蝋ふことば魚を逃が蝿れ力誓いのである。
巾蒲網どはいうもの上，責は水面から吊り下げられた

蕊の如きものであって，水面は魚に取っては絶對に迩瀦

撹嘩であるからこれを底と考えると,極めて浅い信玄袋
.を例にした様な形となる｡即ち糊tの網を図形に澱謡し
た本船は元の始鮎であるSkiffの雌に窺って来て船
から網の端の索を受取る。網の端に附せられたHaul
li独白はSkiffendでは12零位Haulendでは100

零維としてある。これを捲揚機で引込劣,網の雨端を船

癒に噸入れ，網端のlpopに繩ってあった1,ursinglfne,

壹鰯輝轆繍辮:襄耀濯
痩行う。赫掘が惣予して完全|塁逃”無くなる迄には,‐

〃

‘、一宇－30

製である。

(1>Tumtable第7剛の嫌な木製のものであって
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その旋恥人馬jJ及び網の張力による｡f中央詮鋼掴奉播
造の-Pivot，によって支えられ，約20個のi鱒子-壷2つ
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の3つである,橋の根は甲板を貫通せず,甲板上の塞犀
に支えられる。．‐．

（5）主溌蝿蕊縦塗置これは米國の漁艦の特に離し
た難であって主儀俄の操縦用把瀧ﾛち.qutChfiandle

の同心圓上に筒糖して重量を麦詩させ，且つ掴司の圓滑

を期する｡、轌子(Roller)は鋼製圓錐形とし,爵鐵製の

窪に黄銅のRughを介し七支えられる｡直径約2'/g'',
心を合はせるためにはtable下面のRQllerpalhを

taperにするか,韓子軸を傾ける必要がある｡傾助を害
一■■

さぬ様叉保存上水の溜らぬ溌萱とする要がある。

Tableの後端部には，木製直径約1呪の網用R611er

がある。邇例tableを'/4掴司した虚で,機藤崖から捲
揚機とこのRollerに封し･て導かれたcounterJlaffと

鎖によって蓮結せられ,機力邇湾出來る牡掛となってい
る。これによって人力による鑑鬮を助ける。Dertiekの

I
ー

及び速度管制把柄の2つが船橋の上迄導かれて居‘り，漁

群の追跡に掛つでから，作業の終る迄は，船長ほ操舵命

令を發し乍ら自身は機賊を操縦するのである｡その機購
詳細(坏明であるが,"m"h系を用い壱いるものと思わ
れる｡我國では厚の様な装置を遠膿操縦華置と呼〃蔭面
倒なもの人様に考えているが，米海軍の交通艇や,上陸

駿匿に用いられるLCT等にも，傳跡11武或ほji睡鰄
の装置で贈僑からの鶴翻蕊縦が礎く為うれa,､る｡二I麹

としては厄介なものではな､､が,小翠の水船等で“腿
の歪等によって摩驍不具合窯の生讐ぬように配慮泌騨
であろう。‐

‘然し光づ何よりも鶴溺自身の信頼性力槻題であるも米
國では出港の時,様械を發動してしまえば,あ塑時暑
機調室にはいって二見れぱよ､瞳､と云う溢我調ではそうは
行くま峰更に機關士の側で,直接蝋Iでは自分達の顔
力泣たぬというような氣風もある艤に砿､､だがいか野､G

あろうか,寧ろ煙草を吹かして居って趣自分達鰯卿附し

た磯翻二心配は漁くと云った様な銅を雑つこと懇望義
しいと思う力§,それ力§鍼となる蝿信頼冊躍る瀧羅

屯

装備したいものである。

（6）補助機繊類これについては米函の鐸塗もた
ない。大型の船では補助の廻珈幾1基を備え，叉小船で

は主磯城を兼用して榔腫内にあるCountasha裁を

瞬助蜘瀞は′これから鎖掛け鍵肋としている溌這き
る。機城室内の補助磯城は一般漁船と同様である。

外に機賊室後部隔壁から漁鎗の上部,犀械旗下に璽腱
1本亀Comltershaftを鑓し鎖掛傳動として,捲鋸磯
turntablerollerを躍動し，機械室寄に.dutdhを設蹴

上甲板から職脱する様になっている。
-(7)SkiffC"馬船）これ1篭重要な漁具･1つで、
って,綱を入れて漁鮮を包函する糊は網の葛kIffend

を把持して作業の起黙となり，揚網操作中ほ網野藏避⑳

一部を支え,叉漁礎物を船内に聴軸作業の雛として
使用される。

構造は頑丈.C!割合に幅の園､ものを可と寸､る｡1例を
示せば,長さ20爽,幅8次牛で易る｡最大弱呪,最
､小16拠位の瀧園である。

る。これによって人力による鑑潤を助け為。咋辻iekの．

使用によりこのRo1ler腱の動力鎧置は省いてもよい由で

あるが,Rollerそのものはj鏑笥･舞潤の何れにも鉄く可
からざるものである。
(2)Pursing.davit第8圖に示す，木製,雨舷に鱒

‐
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第 8．岡

朔可能とする。切鯛儲車2個を術え，網の裾を締括る‐=ー ’唖句竺/､'2．ー‘‘流wrユー閏’~塾'‘卿』､｡､w鋤~＝………堅
を把持して作業の起黙となり，揚網操作中ほ網野藏避⑳rursinglmeの雨端菱遊行に引込む爲に用いられる。

〔3〕捲揚機側の如くdavitと同_梁線上にある。一部を支え,叉漁礎物を船内に聴軸作業の雛として
猫に設げられたCOuntersh紐から鎖傳動され,甲板使用される。
上の狐手によくCIumhをかけ外しして發停し得る仕掛構造は頑丈.C!割合に幅の園､ものを可と寸､る｡1例を
とする｡速度を数段に錘換する必要はないが,罐停は確示せば,長さ20爽,幅8次牛で易る｡最大弱呪,最
愛を要する。．、小16爽位の瀧園である。

(4)r,eZickboom",漁礎物及Skiffの坂扱に

使用ずる，使用荷重は5屯程鹿長さは40爽位であ典 漁船の特性

る。この他に長ざ3q呪位の網張MMilEoomを備える、以上述べた様態操業を日本附近の西太季洋でfうとき
ものがある。なｵ錨の役目はIErrickと見張蔓と無線漁船に喫求造らる嵩特性ば如緬。

＆
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一舗の淘埋一
頁”

奉國式を直職入すれば別掲=般繊装圖の如きもめと塵_Westem=xhonarChて1939年鑑大船）

ろが,果じでそのま鴬でよいか,例え脚研部に種關があ圭櫻275HP袖機105H1> 〆

，，譲舵所が船首に近いC米國の例言ごぼ13沢位）形はSUnrise.長88′馬力300
との種の語のみならず釆画誌息平洋岸《づ濾船に蒲有の形式Westem61ipperg87′馬力240 1

で参るが，とAれが日本近海の荒海に用い得るものかどう"I'aifiCQUeen/82>×22|'馬力240"
か。こ猫に改迄工白紙に返って新しい該獄個を樵想Eて-JMa&』迄IS12hd長80′馬力．200=、′

島

、'

4、配置上考慮すべき事，fた いと思う。．

､fa馴機關逵前訓割鼠え腐ることの影謬巾蒜偶船とし定
要求される垂要性能′ ′は後甲板をzI塁低とし,且等夛雄くする必要があることは勿

<a>御京性大瀧ことDerrickを用いて機力揚網を論であるが,麺こ魚艫を出來るだけ厳く取ると，機調ほ、
行5たあには,初鰄劇衰力'-tcnb力湘當大なる讃要す、箸じく船首寄もとなる。同じ目的から上部樵輩物も前部
‘るのみご態らず,網を馴延に搭載して津上に出で所謡嬢1こ配置される｡從乞軍迩は著しく前方に片寄ることLな‐
鱒,灘漫談こ至』)，掘陸の塞走を待って潤蘂する我國の漁り,船首Trimとなるか，前部の肥えた紹型となる麹，

謹駕磯辮蕊篭露識灘撫垂麓婬鰄塵鑪綴墨墓雛
鋤必塗透あり,糖のものは幅は充分曇るが,乾舷は不出て行くわけである。－
斗溌蔵糠である。中にば機關室陥丘より圃榔の上甲板を米國9漁贈は上部構造物として上甲板上に操舵室,鋸
’興位高〈騨､るものがあるのは,=この黙を考えて壁室,賄所の'屑でその上は,露天のH蹄になっている差
ある弓。－‐けで，別掲の固の船と比較すると,我函の方が幾分曽大きい

鑑雲駕鷆駕雪鰄溌震驚騨識鱒砿羅巽雛辮難蒻‘
ろと云う｡垂機賊渥職うk馬遡を要求される己と〈茨勿論＝係から上部縫物が大きくなる傾向にあるがこれは両国
で易“:,一二両艦繼腺圃が題あて罐でなければ，′くな､:o
VA/r-=1.β程産‘画高速は到底無理であゐ。次に船首Trimを修正するためには船尾'割く叉は燃
然も熟般も高速溌要ずるのfま魚群追跡から投網維了迄料Tankと固定ballastとを入れることになるが，連
、であづ這網詮入れはじめると左程大ではないとしてもれは筌鎗時には相當の船繼鍵形を引起す｡船魁が割合に
′綴の却手る際のa職だけは抵鋪加したこ罐人なる。平たく諾魑の深さ力批較的小であることﾑ,･主軸が著し．
(C)旋同力大なること魚群を巻く場合,旋同が自在‘く長L,ことからこのhOggmgは注意を要する今、
でないと〃魚の捕識室f如意でおる。網の張力は旋同を(b)航洋性に對する考察蔦眞等で見た所では，米國．
鮒ろ詣澗に鋤ぐこと&鋪を蕊ｻーる｡假に1『節の速のRImasemeboatは出潅鮮evenkepl,で船勵塙く，
殉で3"琴の綱を入泌州1.8分の時敞足りる課なって出て行くにも拘らず,久港の時は魚鎗動弩杯にな
であつ麺,漉際投網はこの位で慰やっている様であるからゞりぅ籍尾の乾舷はﾇk面六レスレとなつく､､る｡即ち乾賎
翻縦は絢鋤共容易で無けかぱならな↓:。，fは映して餘裕あるものではない。
④識の大いさと馬力熟にして“難の性質がら一方艦首は直立型で;前甲板は甚侠く富に擬舵裁逼、
見て,使用に似疎ﾘな私､さば左剛異のあるものとぼたって,恰も淑戸西の族客船室思わせるものが挙る｡噂じ
る重い6来園の蜜例はどうか,詳しい鋤は難い力漉めも波の荒い海に適した型とは思われない。、
で簡餓な激字を2，3掲げて見る。．一般に前郡に機關を配澄したこ＠型式は米國太平洋岸
PIArSe"ineboat"'×18'〆7' ．の漁船に共通の型式であって，彼地の海況には遮篭7減》
機側Diese1120HIP、，の1と思われるが,これを我國の一散型弐が鐇尾磯調で謹
、ゞ速力,､lOkhるのに此ぶれば,その雛で我國近海に最適の潅力鶉畠融
燃料機開室雨舷’,200が胃ソ参るかどうか臓重考慮を要するこ今が判簿｡一・／，
‐後部船漢.'300，，〃’

結、び．，y〆

浦水紛竹タソク200′′－

Purse,箪eiXleboat'75"×焔｡,5腿ⅧIr､」韮の誕頁を嵐あて見ると,今机哩に於蘇る考察芯注、、
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あるが，次の如き方向に修正して行ったなら，日本に適

した漁船と云うに近いものが，得られるのではある葦い

か。

第一に遠洋に出るとすれば居住瞳を巌くする必要があ

るが，上部構遙物の嬬大は不可であるから船首部に居住

室を設ける。その結果主磯城は幾分後方に寄ることLな

る。こｵしは船禮〕隣状にも，重逓配置にも叉主刺iに識して

も良好な結果を與えるであろう。
_上記の鍵吏は凡て魚鶴を減少する錆暴…對が，
現在の米國の程度迄大なる魚総とすることは日本近海で

は無理な様に考えられる。

上部稚巡物ほ極力縮少して重心の上昇を避け，これに

よって許し得る程度に幅を狭くし，長さを長めに暇れぱ

線圖は幾分改善さｵ1，る筈である。

機際室及船員室の訂分の上甲板を或程度高くして乾舷

を蛎大せしめ復原力曲線の改善に蚕する。

操舵室は上郡構迭の上段に設け極力後方に~Fげ船首か
ら遠くする。

琴

袖儀類，甲板機械類は一般に電化の傾向にあるがこの

探ﾉljは湿重塗鰯するべきものと思う。機賊の信頼性と同
吟に使用表側の技#舶勺準備が充分でないと，出發に於い

てつ菫づいて長く發逹を害することがある。從來の漁船
では冷却磯の使!:ij笈績は思わしくない由であるが，これ

－巾薦網漁船一一
I

は穣賊にも問題はあるかも知れぬが使用者側の活雁熱意

にも問題がある様である。

尤も魚鎗の防熱が-卜分に出来れば，冷却機は必しも必

要ではないと考えられる。

或漁業界の先輩から我函では新しい漁業の鮪まるとき

ば，比較的小さい漁業家が無理善悪んで新機軸をひらき

見込力辻つとなると大倉斌力琴一度に乘出して賓本を投じ

一畢に利を占めることが多く，従って立上りの苦勢と技
耐軸勺の面での研究不+分のための無理が多いと云うこと

を聞いたことがある。、

この漁法の如きは錘に試騒時代から資施聯代に移ろう
としているものと思うが徒に利益の遥求にのみ急ぐこと

なく斯業將來の發展に必要な茎礎として,卿上に述べた
様な諸熟について,数種の設計を比較したり復原力曲線

の言騨や船型試騒等,十分な造艦學的検討を逢げ-ご貰い

良いものと考える。、
唯に鰹鮪巾着網漁業の象ならず，凡ての漁業の國家的

重要性に鑑みご黒潮数千浬を麹蕊に，日本再建のため

に命を投出して潅働す-る海の子のために，現に遊休状態
にある鋤箇按i研f究部門のゾ]を活用するだけの配慮を，

自ら具縄化して見ようという，具眼の企業家は無いもの
であろうか。陰雫

〔職須賀米海軍艦艦修理部〕．

、

’

１
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(C)漁法特に我が國の漁法につし､て
､

柴 原多聞』

きい。
緒言

吟

米國に澱けるカツオマダロ巾着網魚鑿カツオは毎41浦方海域より暖流の消長に伴い東北上し

て来るもので，マグロも又庇く分布洞源する黄源的に蝋米風に於けるカツオマグロ漁業は1930年頃より，竿
かな漁族である。然るに吾が國に於けるカツオ。マグロ釣,曳繩漁法より漸次巾蒲網漁法に鍵換して来て,現在
漁業は周知の如く在來の釣漁法〔一本釣）及延繩漁法にカツオ・マグロ總水揚高の約50％は本漁法に依ると稲

よるものが大部分である。即ちカツオ釣漁業に於ては共われる。漁船は大魁'00~450感程度で,漁具は船型に
の餌付きの良否に依り漁礎商が左系Iせられるので昨年，より異るが100噸乃至150雌級では浮･r方400～500

-･1昨年の如き近来稀な海流異鍵に際會して不漁のため經間,深さ弧0~50間程度を普逸とし,本漁具に依る最表
徴的に困難を生ずる者多数出るの備況となった。鮪延繩漁盤避は－網にてカシオ。マグ漬なら150噸,イワ､シの
に於ては海表近くの魚ば全く釣礎出来ないのが現状であ場合は200噸程度までは可能とされてL,る。普通魚の
る。是等の解決策として米鰈式カツオ・マグロ巾蒲鍋漁貯赦虚理，鮮畷聰持の鴇'iJeblO･噸乃至15喉が蕊想的
払は極めて重大な意義を有し'吾が域識縦興の面からといわれる｡最近のPacificfishe印an誌に侭し底，
も洲業の趣濟鮎安定性の随iからも寄與する所力非瀧に大・‐昨年二周魔女航海に就いたサンタ。ヘレナ職は撫錐準
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－船の科學一

一

～

網漁法も極めて古くから三陸地方その他にて睡餐試みら
れていた溌遠洋に於て企業化するに至っていない。
戦後米國に於ける木漁法の輕溌を生かして本漁業を
誉まんとする者が現れて来たが，水産研究會に於てはこ
れを取り上げ，昭和22年ﾇk壷局常局の稜極的援助と相一
侯って試騨研究を加える事となった。

先づ東京漁業株式會杜は吾力麺始めての純米函式巾着
繩漁船白百合丸(120T)を23年4月趨迭完成し，本
纈勺試鹸操業を開始した。

白百合丸に就いて

長年，米國に於て船主船長として經験深き石川繁松氏，
の指導に依り，常時南部遥譜所にて建造中であった戦時．
標準型機帆船を改造し，昭和22年11月進水23年4
月竣工したもので，總噸120,馬力ヂーゼル250H1》の
木萱拙である。漁具として,網ほ特に魚捕部,脇網,袖
網部を設けず,網の翼部，中央部は同一講造をなす長方
型〔長さ425間,深さ45間〕の特徴あるものを使用す
る:同年ざ月中旬より北海道近海の鰊漁に従事し，漁期一
絡了までに20,201賞の漁礎を揚げて歸港した｡.更に7
月中旬より三陸地方のカツオ魚群を追い，9月2日切揚
げ迄に左の如き成績をあげている。
航海次数9次

航海日数35日

投網同歎22同

漁礎同数8同

漁礎高14,351貧

23年度のカツオ釣漁業は60年来の海況異鍵のため稀

にみる不漁で，総漁礎高8,179,427賀，22年漁礎高の

僅か58％に過ぎなかった。然るに試験操業の白百合九
成績は船魑が改造船であるため故障多く充分其の成績を

あげ得なかったにしても，斯の如き魚礎を揚げたのは將
來他の魚種も漁礎する場合の多角的經誉を考慮に入れる

時,(企業として充分成立するめどがついたとも燕すべき.
である6

本漁業の現況

白百合丸の試騒漁業は更に吾が遠瀧漁業界を刺戟し，

本漁業を計謹せんとする者綾出するに至った。此の氣運
に鑑み水産寵では漁携技術の面，企業としての採算鮎，
沿岸漁業との調整面等，尚若干の研究を要する事及び許
可漁業とすれば籠利化し，又希望者殺到して本漁業の健
全な發逵を阻謝二ゐ鰯Lある事を勘案し,24年に於てば
引き綴き，漁船数を墹加して試鹸操業をさせる事となっ
た。

25件の希望者中，試験漁業として相應しき技術,熱意

4－－－

ー

睡輪漁礎11噸の新記録を樹立し,.最も漁痩多き時
騒ﾕ網105噸を漁獲じ，所要時間10時間も要したかっ
たとﾙ､ラ。、

漁携作業一

灘な魚群を發見すると其‘9種類(素群(ｽﾅﾑﾗ）
蕊付錬付,木村う.魚群の進行方向，潮流及風向等を勘案
暦.づ｢表スト」上の見張員と漁拶長,船長とは密接な
謹蕊あ患と,遠隔操縦により船橋より操舵しつつ好機到
蝋ぼ調の一端を短艇に結着して，船尾の「ターンテーブ

ル』より牟圓型I穀網してゆく。此の間敷分｡かくして
鏑の一端を短艇より受取り，「ウインチ」にて沈子方の
”ングｳｲﾔー ｣を締藷する｡次いで｢デリック」に
伽醸の雄畿内に取り入れ,綾いて身絹を船尾側よ
り順爽I錬れて「テークル」に依り「ターンテーブル」

上II迄錘してゆく6最後に身網の船首側部分に集った漁

漉勤を｢デ卿ツク｣に：ご｢ﾀﾓ｣を用い,船内に收納す
るのであるが，10噸以上旗いた場合はこの漁法の纈敦

-錨る網を唾切って順次一部づつ場網する方法を探る。
'この投網より揚網終了までの所要時間ぼ海況,､發鱸に依

，曇るが大鎧次の如くである。
漁塗少き職4時間

漁獲20噸程度の痔7~8時間
漁塗100噸程度の時,-'8時間

蓋し｢ウインチ｣及｢デリック」の能力を湿力にして

至短時間内}ご揚網を完了する工夫が岬である。‘、
－本漁業の特性

鰹高度の樹威力Iご俵海するため,冨蝿員が12名乃
至15名にて濟む°このた塗人件謎が陸少にて濟
む。

2．餌料を必蕊としない。出漁仕込は単に燃糾と食料

のみにて足り仕込經盛が憧少にて済む。

3．＝グロ廻羅にて漁盤不能の識諭賦司のマグロを漁

・竣出來，カツオに於ては全然餌付きの良否に影響
・されない。旬

4．漁具を代える蕊に依り数種類の目的魚類に使用出
来る等の糊塗を有するぅ

吾が國に齢ける本漁業の概要

，吾が塵に於て賦約30年前,山口縣水産試醗場の仙鶴

丸，共同漁業の進漁丸に依って米國式巾蒲網漁法ヵ諭入

せられ，朝鮮近海のイヴシ漁に鯉"したの力署が國米函

:式巾着網漁業の噛矢である。その鶴各府縣ｵ握試験場

及農抹省に於ても試験操業をしたが，獅皆の型･機關。

ウイ:,'チ茨技術等力誼當でなかった篤成功するに至らず

叉所謂日本式の人力を主としたカツオ･マグロの大型旗．

・－－．3
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請があるが，試験操業の隻數，審査の標準等に關しては
現在愼重に楡討中である｡、

米國式巾着網漁業の將來。l

前述の如き特徴を有している本漁業は，その高度の能
率･仕込經費の僅少等の面より老たる時,吾が國食鍛
源の供給及水産物識出の埼渥に依る經濟慶興に寄與する

所非常に大なるものありと考えられる｡、

総來漁溺削浪が解放された場合，母船式によるカツオ

マグロ漁業が南方海域に於て行われる事は確蛮で,､其の

甥合一ﾏ<ケロ延繩漁譜がキャッチャーとし鳶随伴する拳は
容易であるが，カツオー本釣漁譜は生餌料を要する黙で

相営難色が塾るので,此の米國式巾着網漁諾を髄伴ず遙
事が考えられる。

即ち現在の制浪涛厘に於ける最高度の開發とも，或は
漁厘解放農に於ても本漁業のもつ意義は極あて大なるも

のありと言わざるを得ない。〔水産濾漁譜課）

●

域は澗雛建造等のあらゆる角度より検討して左の13件
をとりあげる事となった。

大洋漁業株式會赴東貿易漁業株式曾赴：

、巍洋水産株式會吐日魯漁業株式會吐、
潮水産喝織:會牡東方漁業株式會吐

日本水産株式會吐賓幸水童株式會社′

泰z}割く産株式會吐須田欣衞

高橘善藏阿部重三郎

遥見安之助（順序不勵

この外，維戦後より計謡していた城山吉八氏ほ溝壁噂
の漁船も進水し，東京漁業は更に一隻を建造中である。

閲礁813~空は典の後資金の面より計謹通りに進行してい

ないが,大洋漁業ほ既に完成,東箕易,須田,高橋雨氏
の三船も既に進水している。即ち本年度確寳に操業出來

るものは東京漁業2隻,誠山吉八,須田欣徹高橋善蔵
犬洋漁業,東貿易の各1隻,計7隻ど讓想される。．．
更に25年度操業希望者として,至國より106隻の申

4

ー

一－一一

でもない間蓮をする基であるという事と，また熔簑の如
き新らしい技術を今後共塑雛j勺研究なくして無帆道に使

う危嶮も空おそるしく大いに反省せねばならぬ率のある
事と，また新らしい技術は皆で可愛がらなくては進歩蕊
達しないという燕と蓮，ここに狸調したかったためであ

．〔37頁より〕

リバテイー型鵬シエネクタデイーが切籔した時のアメ

リカのやり方は，稲を鱒pて頑となし，より一層憾凄が

發逹をなす因となったのに，如何に國情が違うと･はい

え，我國の四艦隊事件に對するあと始末を思い浮べると

感慨無量なものがある。

魔で，本問題に開しくどくどと繰り言を述べたてたの

は，かくの如き測郵件を解折するのに，嶋趣な先入観が
あったり，無理に結論を容易な庭に求めたりする｡と飛ん

ノ

。それにまた熔接界にほ四鑑職事件の眞相が判らね朧
§妙な騰劔lが行われているので，柳かそれ證破づで霞

る

に

'

き度い氣詩からである。

一一一 ～ 一一一一●－一
一一一一

－■ー一色

1Ⅱ2月號内容

船舶と輕金．鬮特集

船舶電氣装備
石川島造船所電鋪課長

三枝守英箸
、

織米造船界に於ける
アルミニウムの進出･･､堵･…平岡旋助

プルミニウムと其の合金の
船舶への應用､･･･……･……･國本隆

糎合金の船舶への利用･…．．…･…．．………･…．､遠山光一

A5.380頁定侭450圓〔〒35圓，〃

、
一

（内容）電磁氣學概論．磯舶の電氣方式．發電

装置．菱電装霞。動力装寵．配電盤．
甲板電氣機械.機關部電氣機被．電氣
式航澗機賊.照明と信號燈装霞.電氣
・通信と計測装置，電氣推進．電線．艘

魁の電氣的腐蝕．

發刊の遅延致しました事を深く御詫び申上(ます

東京都港一座麻布霞町一九

船舶技術協會發行
振穰瑛京70438

１
１

一

思ひ出すま上に(三)…………･"．．…．．",．……彌田烈q

アメリカ船の電氣艤装(四〕…･‘･･･…‘･…．．｡‘･…三枝守英

･艦艇の解撤．…"…･……"･"…･…．｡･･･壷"…｡……松尾誰
原子力時代の艦船‘･…･'･‘，．‘･‘……･…､．､，'･'･…･堀元美

、

昌一’|’
一一~＝－

－35－=－
I

~

⑦

『

画 、

今。．二－--も壷一毎一 －J＝－－－－□＝二_． ー



一

’
’
1

！

’

P

〆

＝

一

ノ

二 一船の科學一

一へ

思い出すままに
（二）

美四艦隊事件と熔接

－

i胴 田 列

〆

三

昭和9年の秋演習中であった第四
．h

艦隆は，北太平洋で鴎風の中心に突

き込んで異常な三角波に遡遇し，そ

の所脇鱈際に大損害を蕊り所謂第四

縫駿事件を引き起した。この主たる

損傷(ま譜首尾のﾀ賑を熔接してあつ

潅蕊逐鑑の中，前部砲塔鑑橋間で切

れたものが2隻その他の鱈贈にも
一大なり心なりの制鋳があった。嘘が

何しろこの艦隆は，熔接が大いに用
いられて居た新らし》､巡洋艦と驍逐
艦と噸成されていたから17･ここに
爵識澗題とされたのは--耀無理も
､識､のである。しかもこれより先，
11WW8年末Iこ進水した全燵接の溝k
縁鍾叱鯨（調穿中誠空母艦に改装さ
ｵ､瀧蹴と或蕪)は,建遥中錨磯の首
'賭部謹爽第に持ち上つだため，熔接
に韮因する残留應力の問題が一脚≦、
識祷鐺れ出して,一部にほ熔接に謝
し不壁藷感じていた際でもあり，ま
た雪－．万太鯨の熔接ば熔接自身に相溌
働暴な黙があり，熔接の雄本的な研
究が疎かになって徒らに上っ調子に
走るきぎし力類れ出していたから,今
誰者等は熔接搬営者の反省塗促さな
いとプ鄭が起るかも知れぬと唱え･て

いたので；この四艦鱒隷畔i:は熔接の

立場を極めて不利なも平したので
あった。そのためでもあろうか謝謝

愈議の織叙ま熔接を白眼覗する:一部
の人達の思う‘壷にはまり込んで仕舞

らた感があったのである。即ち残留
懸力の問題が､欲しない限り船の縦

睡力材には熔接を一切使わない事と

なって仕舞い，そうして今迄の外板

塗熔接した篭は．切開して，，稲残留

里

＝

態力をなくし補握をする騒ぎに迄な

ったのであるか，これは柳か行き過

ぎであったと思う。

そもそも四蕊除副，件はロンドンの

軍縮會議によって術助遥の噸激が制

限された結果，譜鎧の重量軽減にほ

あらゆる努力力銚われ，稚造は許容

應力を一層大にしで計謹される擁に

なり，特に蟹の前後部の許容懸力は

，絶野値こそさまで大きいのではない
が，従来の勝1.陵くればかなり思い

瞳って大きくされたのざあるから，
さなぎだに輕構造の鑑が益々 輕熊造

となった虚に,Lかも熔接が多量に

‘使陥された問題の鑑に不幸にも起き
たのである。だからこの損傷原因は

相當複雑飴ものであって，言躍の行

き過ぎか熔接の峡階力禰軍に結論を

下し得ず，また雨者の罪どするも，

その分擢の荊合に至っては到底判定
1ﾉ簿ざるものがあったのであろうと

思う。兎も角筆者は査問の結論に封
しては,熔接が不當にとぱ､づもりを‐
受けたのではないかと思っているの
である。

鋲接船･造も今迄に損傷は時々 起き

たものであるが，發表されたものは

少ない様である。レウイアザンが大

西洋航行中，上甲板鎗口咋丘に飽裂
を生じた事はその溌時大きな問題で

あってその顛末は凌表されたが,鯵こ

れば計惑が適営でなく應力集中が大、
に過ぎたからだという結論であった

．と恩'う。また鋲接船で熔接諾の破損

と全く同様な状況で箕二つに折れた

例が外園文献にあるとも聞いた。反

・覆職ﾉjのため鋲接船瞳に勉裂を生じ

た例壱，譲者が直接自分の眼で見た

もの2例がある。一つの例は日本最

初の睡巡洋溌らしい戦巡洋纒球嘩で
う・ロペラーのし戸キの衝盤を愛けた

艦尾ﾀ賊に憧かであ？たが寵裂の生
じた事である。この艦は從来の艦lこ

比べて極めて幟＃造であり，振動も

甚だしく全力航行中艦尾の士官次室

－－－3ゴー

に立っていると，振動で耳の'"副濯

ぐなる礎度のものであった｡他の例一

は漢吃水河)1j胞鑑叱良のプロペラー

タンネル内D,やはりフ・ロペラー・

レーキを受ける部分の外板に鑓製が

生じた蔀である罰この艦で全力懲行

迩陣を行った際,．既にこの西準を受
ける部分はあやしいと思われたので

封]公試並に4時間識行試職を行う

に雷り，筆者はこの外板のある随劉
、

内に蕗一の際は直ちに排水し得る様

排水川宗一スを装附し叩板上には排
水兼ソプを粥えて涯いて，、自らこの

瞳劉内に這入って観測する郡にした

この問題を表立てると乘紐連中が心

配して綾行試鹸力拙來なくなり，鱈

の引渡しが遅れる郡を噛って，騰督

助手だった野田他人三技手だけにこ

の旨を借げ，魏裂が起きたな誰者か

ら縫僑に鮮令を馳せるからその時は

艦長↓こ知らせて罐を潅洲の方へ向(ナ

て呉れと頼んで，この随劃内に這入

っていたのである。このプロペラー

レーキが外阪に瀧るさまは怜も太鼓

が敵かれる様に，フレーム間の鋼仮

が大きくペコペコし，ドッ，ドッと

大きな昔を立てるの，唇，なかなか壮

澗だったと言いたいが，蜜は一寸怖・

ろしかったDである。そうして掴導

が始まって3時間許り練った頃，フ

レームの鋲の虚から外板の一部に組．
裂が見えだした。ズワとA酔ったがこ
の龍裂はそうそうは進まず，極めて

徐々 に1，2粍宛板のIIJ心に呵って

進むが，洩水は水嘩試鐡I寺の涙程度
の出かたであったから，その艦緊張

した面持ちではあったけれども兎も‐
角見守り通した。そうこうする中に

綴行試鱗は終ったので，ホッ1.安心．

して躯裂の跡を見ると，せいぜい40‘

粍程度しか組裂は進んでいなかった

か：，大騒ぎ求る事もなく公試を経
らして仕嫌った。さてこの怖修に(ま

本鑑の組立場所である漢口の楊子機

器廠は漉晨がなかうたので,､木製ｸP‐

ロ

、

｡

●
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ーソンを作り，下からあてがって衝っているかど・うか計って見た事もな

蝶蠅を中心に，袖狸材として短かいく，ただ眞瑠に出来るものと簡車に

小肋骨4本を5肋骨間にいれたが， う‘蒜みにして信用していたのである

これで完全に躯裂防止か出来たのでが，これは老舗と新店との相違でけ

あった。しかもこの掘蚤は溌關のオしだ止むを得ない事でもある.う：
ーバーホール中に出來たから引渡し 扱この難件の時の熔接の残留應力

は遜れなかった。それから同じ補強に對する諦倫命=-,つとして，大鯨築

を同所で引き談いて建造した保津及の首尾が持ち上った結果に野し，そ
Uf_1二海で組み立てた同型膳勢多，堅れを持ち上げるだけの懸力が持ち韮

田に施j郡としたが，他繼には憩裂った虚の附け根に力胴つるとされてし
の問題は起きな』,つた。まったので,その残留雁力はすぱら

藍た話はかわるが,該鋲の5,500しく大きなものと假定され切開手術
噸級輕巡洋艦や駆逐罐が，ある時大の因をなしたのである。これはおか
暴風雨に遇って歸池したのを見た事．しな話である。鋲接譜は銭鋲により
があったが，鑑の前後部の外板はそ板が延びるから，首尾は垂ｵ,ﾉ下がる
．れこそ痩馬の肋骨を見る様な無惨な様な|頃向があるのである。それで同
姿だった率を記臆している。然しそじ様な理窟をこれるならやはり妙な
の頃は鋲勝逵の有難さとでもいおう事が言えないでもないので参る。結
盈か，誰もそれを鍔める者はいなかつ～局四艦陵副辮の篭は重量輕減力極度
たのである。虚が四艦隊割f件の時はに達し構造的'二も無螂拙来ていた
外板を燵陵した禦逐蝉みじめなざ‐ので,たとえ鋲接であっても御勇が
まに對して熔接力轤玉に器げられた起きたであろうと想滕されるけれど

のであった。一瞳薄板の熔接では肋も，その場所に同一総造の維の鐘鋲
骨の庭が鋲接とは反對に外側に尖り艦か居らなかったので比較が出來な

出し’始めから痩砺の肋骨式になりかつた郡は如川にも熔接にとって不
勝ちのものである。であるから四鑑利であった。この時いた同型餃鋲騒
嫁3脚件後の驍逐艦の首尾ﾀ|板の)iﾉ罐逐謹は既に前甲板に補狼がされてあ
を罪者等力混た時は,ひいき眼であった事は,忘れられて議論に出なか
るかも灯ｵLないが’前に認應のあるつた様だった。その外この率件以前
､鋲の場合に較べて,特にひどいとはにも度肴銭鋲鰹逐鑑が暴風に遡って
思わなかったのである。ただ鋲の場、大波を甲板に受け，甲板が凹んだ例
合の記録が何も残･壱どていなかった事もあり，また艦橘を破壊された例も
力議論の餘地を無くして，熔接力鐙あるのであるが，皆強度不足の結果
際以上に弱鮎あるものとされたのでであるとさｵI通常の拡握力馳された
あると思う。これは郡件とは別な話後には同砿の事故は起らなかったの
だが，熔撰は新らしいものだけに種である。
舜な眼で見られるのは戴職であって 兎に角熔接が所謂残留應力の面か
こんな難もあったのである。それほら不営"判決を受けたのは事変であ
瀞ﾇk媛内殻を熔接で作るに膳り，そって，この郡はこの蕊淋に關係され
の塗形最がまづ問題になり，直經'6たミド賀譲造船'･i!將〔蕊に東大鞭長〕
沢の肋骨村圃筒を熔接で途って見ても亡くなられる前には認められたと
調べる事となったが，賞際(ﾐ出來上いう率を東大の鱗接椛造の椛威田中
つ聯果は，上下左右の直誕に對し製教授“東大名響教授〕から繁者
僅か3～4粍程度しか鍵形はなかつほ直接聞いている。また平武中勝は
た。一方鋲構造に對しては眞胤にな箪者の'i!騒佼の大光輩であって，そ

－37－
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一 鰭錐一

ラLからの學佼もずっと先塞となって

居られたので，學校關係の會合では

ちょいちょい顔を合わせ葛稜禽があ

りシしかも常にお隣りに座わる光榮

を有したので，その度毎に耀陵に開
してザック‘パランな,時にほ糊失

瀧な議論を'したのであったが，絵い

には耀陵の性質をよく理解され，熔

接に對する考え方がブﾐいにまわられ
た事を鑛者も知る事が出來たのであ

って，私蔀の様な事ではあるが，こ
の班を此虚に附け加えてもむだでは

ある蓑い°

その後熔接の繰返し應力に對する

蛮駒がかなり技術研究所でなさｵした

その'i'にはう言1，．スドリップや”

ノリウム抑へのナットを熔接で取り

付けたもめと，､鋲接したものとの試

驍があって炉これは熔接の方の成綴
が芳しくなかったが,この結果に溌f
して東大吉識塞の筆者に語られ承二
庭によると，識数片のバウンダ害，一

室ンヂシヨンカ錘と燵凌の]礎付方⑳
相違から逢って居り，耀陸に不剰で

あったとの小でようやくうなづけた
、

のである。縦弧力材たる上甲板にブ
ート。ストリップやリノリウム抑学、

のナシ1､を燭姿した最初は，軍潅長

良・由良に施した時であって，大正

8,9年の事であった。これば甲板の
水密が完全に保てる蔀占,甲板に孔

◆●

をあけるよりは良いであろうと，こ“

の巡洋艦の註謹者で筆者の恩師でお，
る河合走二麹皆中佐〔後に大佐，阪

大工蕊部彊,工學鮴士）に申し出て

施工したのであるが，これ等の鑑は

榊卜臘時既に'5年も漣っていで何
,ともなかったのであるから，この燈

接結果は充分蛮地試織に合機したと
見てよく，今更問題となって禁止さ
れたおかしな話である。これも熔接

に對する粍諭が不當であったと考え

られる－誰となるであろう。ルー涜

一ドルフ橘が破壊した時のドイツに

於ける熔接に對する研究．（35頁へ）
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枝 守英
一
一
一

先るづ醗良ほ次の項目について充分しらべてがら切らな
ければならない。

,(a)､配綴P位置が正しいか。
〔上､〕電線の長さが充分であるか。

③鰯の太さ,租鍾,構造が正しいか｡‐
’，⑥悪泉の識譲をしたか。
I:6C.鐙壷の仕事に必要な銘辮（これは金賎のバンド

で作ってあり各職に取りつける〕と,端子金物のリス
トを作り，丙業に製作をたのむ，勿論仕事をするものは
j麦ﾄの控を取って置く。これは我國の艤装と非常に異
なり，外業のものが總べてを作る所もあり，銘帯等はつ
けず，端子金物には符號ばつけていない。

r､C・系統の銘籍及び端子金物には次の記銃を書く。
〔幼電線の番溌。

●か極性と相数。

(c).硬劃番溌。～

③電線の先端の表示

電線《､番號は端子鋤ﾘの裏に記され,例えば,E,150

己れ侭ベル1-に用いる電線で＃'50．

’極性及び相數

1EXP･｡･･･ペル装置の(+)側電路で第1系統一

■■し

接綴される事を示す。

これ等種々の符號ほ，内業工事のために唾分して指示

するのに便利室ある。

各種の箱類〔例えば,接謎質,端子箱,等等)は,電
線を入れる前に防漂塗料を内部に塗って置き，電線の敷
設及び,装鎧は各装澄の維末の端子の結線ｶﾐ充分出來る

様にむき,,各々 の電線は綺腿に一括して納める。
ナイフで線端虚理をする時は，電線の絶縁及び郵澄を

傷つけない様に特別の注意が必要である。切り口の装鎧

と絶織物の上はテープを巻いてから各装澄に電線を入れ

る。

電話線はテープを巻いた所で一括し其れから約3/､,'′

の距離に細い麻絲で纒あて行く（第14慨琴照，前號〕
對虫器具（鼠等が入って電線其他を害されない様にした

器具〕の目的には，バルカテツクス（硫黄を高温で庭理

した塗料）が用いられる。これは我國では用いられてい、
ないが，商品名である。

I

’
ノ

（1）接續の準備

多心線は色わけがしてあるが，この色分けにより指示
されていない場合は，先づ一方の端に順次端子金物をっ、
けて行く。この電線の色分けによらない接譲を，手當り
次第の端子つけ(taggingatrai,dom)と云われている。
他の端は，一方につけた端子金物に相當した端子金物を
つけ，各電綴の雨端用の試験は確資に行はなければなら
ない。心腺の色分けにたよって試験を怠ってはならない。
この試験は，同一の心線であるか，電線が切れていない
か，アースが出ていないか，電線が切れていないか，二

つの心線力斑誌していないか；その他何か電線に悪い所
がたいか零を行う。
I.C｡ケーブルの各導鐙の銅端は注意深く絶縁物をむき

しっかり撚り(撚り線であるから注意して撚りをなおす）

絶縁物を切った蛾のまわりには細いテープを稚く・

電話線は撚線になっているから心線をむ．く時には充分
な注意が必要で，締付け雑は電話線には不必要看,Ioc。

1EXX…｡．､ベル装迩の〔一）側電路で第1系統

即ち，1はベル装霞の最初の同路を意味し,EXのEは

ベル装職Xは操舵室とか，船橋に用いられる無水防ベ

ルを表し,Xが一つの時は(+)を表し,(-)の場合

はXを二つ記す。即ち,XXと記す。

X,1ERと譜かれである時は，前と同様で,Pは水

防ベルで，水防僅釧に装鮒される。

腫醗番遜

1EX5,1EX6,1EX7,等と記され,Xの次

の鵬は腫劉番號である。
､砿閲瑞の先端の表示I．
例えば

,40WBEngine･"ace

これは機械室に装備された,E同路の40心の端子箱に

－38－
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F・火災警報装置

G・一般警報装置〆′

狸D・カソリンタンク用警報装置、
2．指示装置．，

B~R・救命浮袋投下指示装置マー

LB・應念操舵指示装置、

SB・橡麗装匿

Y、．ログ．．

EB.ボイラー給水表示装置

3．電話装置

､.J・電話、
XJ･補助電話少

4&篭氣式テレグラフ

N・舵角指示器、－

MB.エンヂYオーダーテレグラフ
M.エンヂンレポリーユーショシテレグラフ

ロー

‐（5）電線の表示 も．

I｡C.装軍の電線の銘需に書くcの文字は,T.C・同路を，
表す。例へぼ
C－A1高級船員用呼鐘装置

C－X101J補助電話装置．

このXは御坊を意味するのではなく，この譲越竈の場
合に於てのみ掘坊を意味する。

｡、一℃

（6）電線の番號

同路を表す文字の次の数字はその装麗の電線の番読を

表ず･例えば,C4A1は高級鰡員用呼鐘装置の鍵初の
電線を意味する｡1.C.装置のこの電線番號の配列鱸18

電線の端子は鋤j･けせず，特殊の締付け工具が必要であ

る。この端子金物は二ケ所で認j･ける。前號第16園参

照。端子をビスで締付ける前，きれいに磨き，油や，よ

ごれを取り除かねばならない。電話ケーブルの端子金物
は鎖付けする。

（2）接一續

端子金物はナシ1,でしめ，更にゆるまない獄に画ツク
ナッ1,でしめる○接溌蹄の中の用いない端子はナシI､を

しっかりしめ付けて置く。接識箱の端子にはスタッドを
植え，番號の若い方から，時計同鱒の方向に番溌順につ
ないで行く（第17侭参照；前:”

電話接綾箱,1.C・装置の導禮はきちっと蹴絲で同数に
註める｡箱類や各装置えの線端麗理が終ったら水防を
確震にし，カバーをし,電線をそこなほない様に;混氣
を防ぐ秣にしなければならない。

（3）銘帯と端子金物

銘帯（金鴎で出來たバン.ド）は,I．C・装置及び電話装
澄に剛いられ，電線を識別するのに用い，ー 股には接綾
総には不必要看ある。それば端子金物に識別する符號を
つけるのに充分の大きさがあるからである。しかし，接
綾織及び1.CO装置中の豫臓電線は，テープを巻いて銘轄

をつけ識別出來る様にする。

指示器類，發信器類，撰澤スイッチ等々の器具類には
器具銘板と云う小さな銘板をつけ，各装腫の内部結線蓬
きれいに虚理出來る糠にする。この器具金緬ま充分な表
歳をするのには小さいので,更に導鎧に銘鞘をつけて表
示する。これ等の銘帯には極性及び相数等も表示する。
J.c・雑や器具類の内部結線力彩ったら監督画承認を受

けなければならない。この等の装置に用いる電線は非常

に細いから，ナイフで傷つけ易いから，傷つけた様な時
はすぐ命痕り外して引きなおすも電線を布設し端子金物を
選り分ける時は，細心の注意を梯い，順次にならべて電
綴につける。

(4)I.C・装置の略符號

各装睡の分類

．’・呼鐘装置3．．電話装湿
2．指示装置4．電氣式テレグラフ

各系統は’下に示す文字と数字で表示する。
1．呼鐘装置一

A.高級船員用'乎鐘装置
◎

野電話及び傳滕職:用呼鐘装置

EC、潤滑油低座警報装置

〆

今

壷

息皇一９
Ｆ
Ｉ
Ｉ

典

7s7PZA7

第18圃

閥に示した様な順序になっているが,電線の番郷関は規
〆

．定された規則はない。

（7）接續箱

．－第18剛に示した様に接綾箱の番號及び銘板がつけら

－39－－
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れ尋即ち，．1番は最下部の甲板の最前部の端で，これ〆E，÷側MB+側

より_順刻こ後部に向つでつけられろ｡次に，次の甲板の、EE－側･MBB－側

蔚郵から後部に向ってという様に順次上の甲板に同？てE1MB1
つけられて行く。同じ女字を二つ重ねれば〔一）側を表催す。電線の番

若し二つの接裁繩が同じ甲板の同じフレームにあって號は電線の銘帯と同じものを記す。他端の位濫は，他端
一つば左艤一つは右舷にある場合，奇数を左舷に偶敷で接績される場所を記す。
を右舷につける。 "ij.けをしない締付け端子金物を用いる時(誹馴ミエ具

こｵ,等の銅罰には,1.C.ケーブルにつけた銘帯と同様が必要で完全に結線出来る雛二ケ所で締付.ける。電話線
に,Cの文字をつけ,I.C.系統を表す。例えば;C-A1月]端子金物は二つの締付け柄があり，一つはﾂ戦蝿の絶綴
億『6C.系統の菰｡.，の紙から出ている高識階員IIj呼鐘端を鯛璽にしめつけるため'こ,他の-二つは割jけする蕊
装鍾同路逹示す。 めにある。識付けほトーチランブをIIjいず，叉獣脂の熔

これ等ほ一例であり，船により或ほ系統によ・り，符號謀や，ペース1．を用いてはならない。
（9）一般的注意のつけ方を加える事もある。′､．

（8）端子金物の符號電線の端子金物の所は'容易に熟織が出来，且つ危瞼
.I.C.装浸ろ端子金物の文字と数字ほ電線の番鏡寸法であってばならなl,;･内部結線の短い距離の外くま，縄ぺ
及び系統の文字，他端の位置を示す。 て電線に抵銘籍をつけ，砺端の接繊及び総ぺての甲板隔

電線の番號は裏面に記し，他は表面に書く，電線の極．壁或ほ他の防壁に引かれる電線にも銘稚をする。
性は次の様に記す。 〔石川島市二'二電氣課長）

弾

戸'斤勿おA"044タヂ‘〃”斤28"Aﾊﾉｸ“9竿c〃

ノ

、

ロ

ダ

〃〃
〃"ｦ，

＆
《
滝 宋

竺

"定刎L7~g-PIM&ZCg"ES
Ⅳ/7？/も‘-,ﾇ2a?｡70-.Z､F7Z"
0R,SCREI7芯

二

LA'E""A.c"､J;M旧"SAWD/""ﾌ?"ﾊｲE"73■

h

〃旬
蓋､1一参20/、／勿堂

テ
、
蝿
」

搾
和

．
“
壺

辨
輔
Ｐ
Ｒ
－
０

唯
礎
》

畦
Ｍ
駅

“吉0〃ノ.C:WJ7yf"ﾊｲEⅣ応礎

L幸墨 〆

ロ

一

11

?7〃

顎
L

0〃A・CaS"/兀"ES
"SE伽スCノ妬7斤(ﾉﾊｲE〃丁S

7万 /万
７
－
８

一
一
恥
」

１
１三三三

鑑
飲
０
９
/〃j-MRど〃"A／

”ど〃V/"-20&4"IWRE
CWⅣ冨仁刀"〃B"XES

P

第 19岡

－40－

の

’qp

』

‘

〃 f

〆夕
己

▲
℃



ー

4

門

●

必

－ 論説~一
、

昭和24年度新造船計薑とこれに絡散る諸問題
Ｉ
．
■

米 田 博｡＝

譜船中はディーゼル船並びに油焚叉は炭油雨燃タービン

船が大部分であるからこの問題が今後迩合露總司令部で

如何l皇扱うかという事も注目せねばならぬ。

ー

○連合躯總司令部による悲船許可と制限

○外航許可

○新遥船蚕金の金利と採算

一○2A型戦勝標準船の改造

○迭船所応附と脇迦工業

○デイーゼルエ場整伽を始めとする迭船設備蚕金

○鐵鋼の価上りと船償のスライド

○中小遜旙所の將来 h，

．’
彦

外航許可

最近の新聞は織入がFOB建で行い得るようになり、つ

上あることを報じている。更に輸出がqF建で衝い鍔
るようになれぽ外航の問題は完全に解決されたと見てよ

いであろう。鞭入額中運賃部分の占めるパーセ:/テイ謡

ほ思いの外に大きく,曇蹄による貿易物費稜取”識現
調しば壷易外收入は我が國經濟を救うであろう｡外誠許
可の問題はﾀ跡商船建造許可の問題と表裏をなすもので

あって，この噸者は常に併行して，審議されるものであ
る。今次計塞は勿論この外航許可も近1．､將來に麓現する

ものとの假定の上に立っているのであって，この場合早
く外航迩船を所有した船會杜の方が有利に誠路繊を撞鍔

じ得るという理由で今次新識蹄熱が高まって來だのであ
る。

、

新造船賓金の金利と操算～

タ師勝の建造貸付･蚕金の倣還能力は世界海運市場に於

ける競罪力如何に懸っているのであって，主要海運各顛
が何れも船舶建迭について助成策を講じている､似であ
る。我が國に於いても從來船舶建造融資利子輔蹄搬び損
失棚i法によりこれが保謹助成政策を探って來たら然る
に戦後述合國単の占領政策に依り，我が函では海璽に封
する助成は一切これを行うことが出来ない。

今次新進船雷踏では前號で述べたように,建造賛金の

50%を對日援助見返り資金で賄ない，残りの50%(該行
中一般職蚕に依ることAなっている。しかるに一般長期
融費金利は年一割一分で聴くべき高金利である鰯,見返
り資金金利が現在定まりかけているように年一剤二厘と
なれば20ｲド等額償却の場合5年度迄は金利は償却額の
二倍にも逹するのであって建造飴償がよほど低くない限
り，金利負据は輪逢原侭の約三割を占めることLなり，
極々 の助成策を以て保誰せられてい､る諸外國の海迩との
競鞭は極めて困難である。この意味で見返賓金の金利は
採算に大きな影響を與えるのであってその融資期間と共
に軍大關心燕となっている。、

一

、

‘

昭和24年度迩船計識に絡まる諸問題

一ヶ年にわたる計輩は計識それ自嬢としても大き

な問題であるが，これに絡崇る問題は変に多種多様

であって中にI3錐解決の問題も多い｡今これらの中
から重要なものを数簡ピックアップ・してこ遇に今後

の問題として投げかけたい。これ竿はその一須目毎

が優に数瓦の論読となり得る幾多の間題逓含んでい

るのであって，ここにばた萱その趨勢のみを紹介す

ることゞする。

←

連合軍総司令部による造船許可と制限
終戦後の新船建遥は-ﾘー べて述合淑総司令部の許可を要
したのであって，年度計識は略式に了解を得，更に個々
の船について公文譜による許可申誌に依り許可を得てい

る。昭和24年度造船計識の場合もこの二黙について全
く同槻ごあるが今次は間池か更に大き･いのである｡即ち
今次計謹は5,000總屯，速力15節を超える船がその

主繼をなしているがこの大きさ；速力の船は從來賠陵の

對稲となってぃだ鰯建法は許可されないということに迩
合軍総司令部との間に了獅されていたのであって，今次
計識は今後この制限が解除されるものとのi俣定の上に出
談しているのである。故に今次昏織の許可申請億即ち制

限解除の許可申諦を意喋し，若し建造許可が下り､たとす
れば，それば拙限捌發を意味･jrることになるのである。
この間腿に謝する見通しはかなり希望的であるが，ドイ
ツ輝に設けられた制限力戟が割では捌護されるという
ことには，その過程に於いて相常波溌が融想されるので
ある。これに似た問迩にデ･{十ゼル機關の問題がある。
ディーゼル磯闘を新挫船にl･ljいることは第二次より第四
次に至る計謎に於いて企謹されたのであるが油使用を難
として儲にタービンに鍵更させられたのである。今次計
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ザ

次計謹が蜜施せられた場合俄かに造船所に非常に大ぎな

勢働力の不足が起るとは考えられず，却って經管不安を

一掃するのみ.でなく，紛料遅挑い等に悩む努務者の生活

を救うものである。．‘＝

影響ほこれのゑに止まらず，造船關述工業に及ぼす弓影

響は極めて大きいのである。蓋船は第一次的には各種銭

､装品船用品製作工業，第二次的には製鐡業に至る原材料

製作工業を關迩工業とする綜合工業であって，建造船贋

として造船所に銅Lたもの上うち蜜に3分の2はこｵ,等
匿義の蹄亜垂業え縮L･るのである。從ってたとえば總額

140憶圓の建造資金中約~93憶圓は關速工業を潤すこと

Lなり，これに基く關速工業の雇怖通は相當な数に上り

失業對策に貢献するであろう。
匂

デイーゼルエ場整備を始めとする
造船設備資金

我が國篭船所はいずれも戦手中荒陵に任せていたので

設備復題を必要とする箇所力誹轍に多い。これ等は終戦

後次第に修復されて來たが今次計謡では維職後一度も製
造しなかった大型船を製造することになるので新らしく

手を加えねばならぬ設備が相當ある。特にデイF-ゼル磯

關製造能力の不足は計謹策定の各段階に於いて痛感され

て來たのであって，泥繩式ではあるがディーゼル工場の

整術・城充・新設が大いに論議されて来た所以であった。

しかるにこれ等造船設肺資金を調達するに當つ､ては嘆金

なき今日これ叉見返賓金に綴らざるを得なくなった。し

かるに見迦資金の睡陵融葦を受けることは認吠よりして
は不可能に近く，見遁費金によって日本銀行が主として

所有している復金侭を償還し，その結果日本銀行に市
中銀行から國偵を買上げさせ,市中銀行の手許査金を恥
して融資を必要とする會吐の牡俄引受けを可能ならしめ

るという操作に依って僅かに解決のいとく．ちを得たに過

ぎない。この問題は今次奇麗が蛮施に移されても残る問
題であって今後,後に述べるF鋼材の値上りと船償のス
ライド」及び「中小造船所の將來」と共に迭船界の重姿
課題となるであろう。

4

．鐵鋼の値上りと船債のスライド

副

ZA型戦時標準船の改造
グ

前項外航許可に諾んでこの問題が出て来る。今迄は

-SCAJAI'の統帥下に配船されていた爲インド，シやム，

フィリピン等にも就航し得ていた2A型標準船も，いざ

、濁り立ち蚕ﾀ賊に乘り出そうということになるとどうし
ても何らかの手を入れないわけには行かない。しかしか

典る不經濟船を何時迄も残しておくことには反罫意見が
多く，前號に述べたよう,にA型標準船を屑鐵化する場合

（鳶その代船として建造ずる船の建造賓金には見返寶金か
~

ら60%融資するという恩典を設けてそのスクラップを奨

勵したのであった。然しそのスクラップ萱は屑鐵その他

,の蕊上債絡をや上上廻る篤希望するものがなかった。
凸‐

一方連合軍司令部の鋤告もあってこの改造は一部寳施

‘されようとしている。即ち，こ＠聞建は技術的に樋重に
審議され，どの程度の改造を行なえIf"卜匪鐇級を取得し
得るかを稔討した結果，’隻2億圓程度の改造により外
蔭船級坂得可能との中間的結論を得たので運輸省は2A
識騎腱に改造希望の有無の調査をした。この調査は8
舟'0日，新造船建造申込締切と同時に締切られたが改
鎚希望申請ほ船舶公團50%,自己調達資金50%､ならば
謡望するものが30隻で,内見返費金50%自己調達蚕
金50影の場合でも希望する芯の27隻，更に全額自己
査金でも希望するもの’隻となっていた。しかるに硲舶
轟幽が50％を為つことは，その後稔討の結果不可能で
あると隼眺したので70憶圓の新造船川見返査金の一部
壷堂わればなら厚状態にある。大鎧一隻2憶圓の工事で
あるか'ら20隻改造Lても40憶圓で，その半分だけが
昭和24年度に必要な契約着工分蚕金とすれば20億圖
憲，.更に叉その半分力蝿延資金というごとになるので，
叩億圏だけ，新遙船建造用見返資金が食われることLな
る｡結局新遥鰐との雌いとなるのであるが;識は改
塗に依って再誕生Lig2A型譜が陶戟が函海運の重荷＝

になりはしないかと危渓するものであるろ

造船所雇傭と開運エ業

著者は先に本祇6月銃で「造船工業の生きる道」と題
して遥船所勢務問題を扱ったが，謹閻所に於ける操業産
の低下は今日可成り激しく，今次計謎の査施直前，即ち
10月頃は，目を覆うばかりの鶴伏を呈しているに遠いな
い｡従って約ダ'2蔑人の努務者を抱える識闇所はいづﾇL
も經鶴燭寺に汲々 としているのである。しかるに鎧船所
に於いてはその工頚の性質上遥船最力誠少しても直ちに
これに即應して雇備丑を減少せしめることは出來ず，い
づ牙しも剰員を抱えて四苦八苦しているのである。故に今

■

、
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I

＝

政府は安定辮華礎物賓と職入原材料に對する補給金の

節約を決意す．るに至り，鐵雛・石炭。楡入衲給金の撤陵
は鐵鋼侭絡の値上りとなって現われて來ることになる。

この値上り分がどの程度となるか決定していないが，こ

れに依って鋼材銑鐵を主材料とする造船侭絡が昂騰す，る

であろうことは営然であるが，その影響率については明
らかでなく今後の瞼討を必要とするのである。‐．
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ではなぐなるのである。

今次船建造申込はこの鋼材銑鐵の値上りを直前に控え

ている篤いずれの契約にも將來鐵調の値上りその他の情
今

勢に態じて賠償を鍵えるという所謂譜償のスライド艤項
がうたってあるのであって船主・；劉普所・下請工場共に

眞刺に考慮しなければならぬ問題である。‐

問題を極めて軍純な形とし，鐵鋼慣格の値上り分はそ

の鑑船便の値上りとなって船主の負捲となり，他の諸材

料及び努務謎等には何ら菱化がないと考えると，〃

硲償中の鐡鋼個緒=k
現總船便

とう-れぱ

船便の値上り分＝船憤中の鐵鋼慣絡の値上り分
ヨ

雌鵬難鳥朧塑船償の値上り分＝
現總船償 中4造船所の將來ヘ

戦争に依り膨脹に膨脹を重ねた造艦企業は終戦の篤ぼ
●

ったりと中止されるの止むなきに至り，その結果＝蔦洛、
謹錯所は急激に人員を整理して今後に來る麹譜不もBに備
えたのであるが，造船所そのもの上整備を識行するに至一

らない鮭に推移して來た｡しかるにその後造賭界ぼ常に
仕事不足に慣まきれつ上も総裁直後の諜想と上峰ると椛
段の好況となり造船界には敗戦を甘く見る風潮ｵﾐ生じて、
來た。

しかるに昭和24年度造賠計謹は既仁述べたよう､に經

濟九原則資施による金融引締の結果思いの他の卿蹴とな
り，八月も半ば過ぎとなった今日なお果しで何時の日に

起工し得るものか懲想出來ぬ状態となつ‘ている。かここL，
加えて經濟復興計謹及び昭和24年度豊罰普計謹遜麗に於
いて中小型國丙物資犠邊用船舶は既に飽和黙に達し,こ
れ以上の新遥艦はいたずらに餘剰硲腹を増ずの寒となる‐
ことが判明し，今後は登易交琉物資鐡邊の爲の大型譜のも
建造に重黙を置かねばならぬことAなり，各船主も叉大
部分大型外航迩硲の建造を希望した。かくて昭和24年
度遥船計謹は3,500總屯以上の大型船逮遥可能の造譜所
にのみ與えられる機會となり，中小整鐇所は指をくわえ
て見ていなければならぬ事となったのであって噸購止む
途得ないものがあるにしても現在淵家共にI型新造飴の、
需窪はあり得ないことLなったことは我が函造船界としむ
て獣覗し得ぬ問題である。
しからぱこれ等中小識闇所に對して如何なる手段をと
らねばならぬかを思考するに今後これ等識皆所厄爽えら
れる船舶造修工事としては外國船受註を除いてば老朽貨
物船,油構鵬漁職難船,各種官臆錯のf柵建造及び
改鎧修理工事以外には何もないことLなり，自由經濟穂
には言い易くして行い測凱､問題であるが小型蹄の造修に
ついては大型船建造可能の造船所はこれを中小造船砿に
譲って共存を計らねばならぬ｡然雌お更に政E型船等
を主臘とする戦時標駄朗皆のスクラップ､。アンド°ピル1、‐
方式による優秀化を態化する等の手段を講じない限りは
船渠又は上架設術を有しない造船所に與えられる工事は
皆無とならざるを得ないのである。

以上のような措腫をとっても，しかもなお中小造船所
あるべき炎は到底現在の朧ではあり得ず，大造船所の下
の請工場的存在となる案さえ考えられているが，塗船所
經醤著は夫々海遮對沼界の將来の洞察に十分の努力をし
適切に虚遥を取らねばならぬ。G型諭省飴舟媚）

×鵬侭:織瀞償縦
==k×鵬鶚誇鶚鶏瀞分

となる。
、

~今鎧難磯鶏鶏畿・分蕾"軸にと，
鎧踵竺j旦幽全をjj軸にとって，その關係"="
現總船偵．

をグラブにすると附岡中の資線のようになる。この場合
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07”2”・釦0

－→船噌雛辮鱗y分(秒
(附岡）錨鍋値上りの船憤に及ぼす診熱

虎の侭については諸諭まちまちで標準となるものを持た

ないが，大魁15％～20%と考えられるから，ここに，
15％の場合と20％の場合とを表示しておいた。

武際問題はとかく簡軍には表示出來ないのであって，

蝋銅の値上り分を船主2造船所と迩沿所の下請工場がど
の程度の割合に負擴するかによって，鎖線のように船償

の値上り率が小さくなる度合が異り，且鐵鍋の値上りが

他資材叉は勢務軍償に影響を及ぽした場合は，この關係
は更に複雑なものになって，例えば附圖中黙線で示した
ように鐵鋼の値上り率と船憤の値上り率との關係は直線

１
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ムをつけることは甲板上の諾具を保

謹するのに蕊ましい。

フレヤは砕氷:l二からも右利Gある

砕氷船は皆船員j氏部を．切取って長く

傾斜したプロファイルを呈する。こ

の傾斜面が氷上を滞ると，辮魑飛量

の--部が氷の稚迭に曲げモーメント

を生じ氷の一部は張力に抗し得ず破

砕ﾗーる。

バトック線が船首と同.職叉はそれ

以上傾斜していると船首後方でﾙ〈に

つき雷つた時同様に曲げモーメソド

を筆ずる。フレヤによって（'一ツク
に-1-分な傾斜を與える。これによっ

て§瀞諾臘の全騰が有效に氷を破る

作用をする。

普通の垂直な船側を有する船では

少し厚い氷に押込まれると，垂在職

側の所まで達した後は，氷との嬢簾
F

のため前進が止ぬられてしまう。
獅氷船は氷'l!で後進することもよ

くあるから，後部船職も前部船篭と

似ている。

1891年大湖でIWi螺汽船は前進より

後進時に氷結した埠頭に入_り払いこ

とが謹見され，これから艦首プロペ

ラが使用されることになった。

これは大湖に出來る猟式の氷にほ

非常に有紋で後にバル1.海の砕氷譜
にも探ﾊ』され，アメリカ型と呼ばれ

る。船首プロペラは十分深く設け，

砕氷時の1､リムでもその尖端が氷の

十分下方に来る様にする。

船尾のプロペラは，必蕊な謹關の
賜力を吸收出来るならば氷に對し一

稀安全な照螺をとるべきである。双
螺にすると操縦性を輪し，推進系が
二個となって安全I生を大にする力ら

次の危嶮がある。（1）翼尖と外板と

の間に氷が挾まる。（2）翼が固い破
壊されていない氷を打つ。（3）漂い

氷の中で郷舵したり後退した時,･氷

によって唾迫されて船燈力檸上ろう

とするのをボッシングが抵抗する。
從って双蝶としてもポッシング､はな

、

砕氷船の設計

原論文1)は米國CoaStGuardの砕

氷贈設計の發逵を述べているが，こ
上にはその内から一般的の事項を主

1－として細介する。

海外技術資料

砕氷船の設計

1

砕氷船設計の認茜となる氷につい

ての費料は少い。氷の大皇・な，形，

涯度に就ての知識が必要である。清

淨な冷い堅固な氷でば，唾縮握さ

30001bs/m2,副張蝉さ250.1bs/ing,
諄位で，瀞けか上った氷でばoである

小窪乃至玉蜀黍の小粒の形に出来

た氷は流砂の様に識しる傾きがあり
統行をKII』燭弓る。北米北東岸では厚

14吋，大洲で36吋の層氷に通週す

るが，この層氷丈なら問題は簡踊で

ある。これが破壊すると峡谷部や運

河の間門に集ってダムの様になり，

或は開けた海原に漂って来た氷が一

列の垣の嫌になり，これが運河や海

の底にまで達する。大湖で厚29呪
、

の氷垣識I1I定された。
●

グリーンランドの西海岸と南端の

氷は1!k界一蝿韮で,氷河氷”跡。
北極からの大浮氷等からなる。氷河
氷は普通非常に厚さが大きく破砕す

ることは不可能であるから・これは

その中に開けた水路』こ従って繊侮し

、叉ほ個々 の大牢氷に遡路を開くので
ある｡･船の狼さ混吠は，船が海底に

達する大浮氷と風,．潮流に動かされ

た大淨氷との間に捕えられた時に生
き残るに十分でなければならぬ。

最切に設計されたのは，ラリダン

(Raritan)とノーカタック(Nauga-

tuck)で龍蝶,，ヂーゼル電動で，全

長1191R,港用カッターで非術な戒
，功を收めた。次いでカクタス<Cac-
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tus)が建造され全長180呪でラリ

タンど燃費同じ紹形，‐一般構造配置

を持つデイ表ソグーであった。氷を

押のけるための十分な推力を供給す

ると共に，逵隔の地で動作し，氷の

ために長期間とぢこめられることを

考慮して燃料消愛の經濟をあたえる

鮎でヂーゼル電動機關が採lilされた

のである。

’スエーデンの砕氷船Ymeでは非

常に成功した例で，ノ‘一ズウィンド

CWorihwind)級は之を原型として

いる。Ymef'は船首プロペラをｲﾘし

ノースウイゾド級もこれを採用した
『

‘砕氷船設計の要求〃

孫氷船の最大寸法は就役の僻i:で

制限される。最小の船幅は縄導され

る船力掘る水路の巾を要求される。

長さは操縦魅をよくするため出来る

丈小さくする。幅と長さの比は'/$

が普通である。吃水は運河を通りう

る最大とする。之はプロペラに通常

な直侭と，表面の氷からプロペラの

翼尖を十分離すだけの深度を典える

ためである。

碑氷船は漂流氷の､嫌ﾉJをうける

時,船機竃最と各籔而のブレヤとの

平獅を禅て，氷に抑淡される前に浮

上る様に設計すべきである。

中ヅ報職面で水線の所のフレヤの

角度は,10～2q度の間にある。水線
より少し上方から嘘ぃクソプルホー
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では叉隔壁力誕直防澆材を有する時トラスとしての肋骨部材の張力，嘩一

は水ZI皇の桁材琶加えねぽならぬ。、縮力を求めるのに，先づ力のダイヤ

肋骨心距は出來るだけつある。大グラムを描き負荷が板の数鮎に作用．

型の砕氷船で16吋の肋骨心距が決するものとして近似的の値を得た。

定された｡ﾀ版が氷や坐鳴衝突等之によって得た最大應力に適腰する
で破れでも機關室が浸水せぬ様に内様に寸法をきめ，解析をすすめて肋
､底部が設けられ，之をトラスの内部骨樵造をラーメンとし，ハーディー

湖‘とし,ﾀ噸つき肋骨との間に麹ｸﾛｽのモーメン'､配分法で應力を
角線の短柱型材を入れたために非常検討した。

に狸力な肋骨構造となった。 熔接権迭は水密の鮎と軍ff節減の

主要擶嬢謡I材にはT型材やI型材照iで優秀であり，ラリタン級以後慶一

の如き對禰型材を使用し,･不安定の．く使用した。鋼材は軟鋼であるか，

ため挫屈したり，うけるべき荷重をノースウインドの外板には降伏鮎の～
よけてしまったりする可能性を減じ高､高張力鋼を使用している。’

た。、機開の選澤に際し次の諸黙を特に

砕氷船の船首尾は肥型で斜肋骨の考慮する必要がある。軸系は氷のた

必要がある。ノースウインド級とマめ甚大な衝撃をうける可能i生があり

キノウ(MackinaW)では下部には之に耐えることが第一である。又前

斜角をつけず船首尾の狭い龍骨端や韮速度0の時最大の推力を要し》從
プロペラボッシングの所で肋板を龍って低同鱒数で最大馬力を發生可-る

骨に直角に置き,上部は斜肋骨とし必要がある｡
てその利黙を生かした。・ノースウインド綴及マキノーの原

鱸豈の語瓠決定のためにﾀ版と肋動磯は6蕊の2000HPヂーゼルか
骨寸法を決定する篤，ラリタン級の・ら成り各々直結の直流發電機を鑛

認識から亜度の標準力零出され漣動して810r｡p｡m.で900Vを蕊

この標準は310001bs/in2の嘩力が生する。之が前瀞1譽蕊鶏邪2蕊の･モ

吃水線に治った帯状部に集中すると一ターを塵鋤するの看ある。この他
、

假定し，その大きさは船の重量に等に200KVA,440V,60サイクルの、
しいものと寸こる。吃水縦の長さ’沢．交流を發する2蕊のヂーゼル躯､蝿・

に加わる力PI¥次式で與えられる。助發電機を術える。船攪中央部發電
機室には謝上器と横及縦傾斜調節ポP=_2g±唾立(ton/ft)

'I-シプの制御室がある。

､D=排水量(ton)發生馬力は，全力を後部の2･軸叉、
，"=船魁の吃鋤に於ける平均傾は前部をも併せて3軸に配分する様
斜-tanの値一角度は水Zドかに調節することが出来る。

ら測る 後部2軸に全馬力を供給する時は．
Z=水線周邊の長き(ft)3蕊宛のヂーゼル發電機がzI堂行に組
この力は乾船渠に入ったとき二條合され，一端IIが自由航行で5000HI>

の盤木からうける反力に大略等しいを出す。3軸になると1軸に2肇宛
但し盤水が吃水線の所に位置していの護電機を配分し各軸3,300H1ﾐを
るわけである。負荷がきまれば肋骨出す。

'L距，材料の種類，接手の效奉を考ヂーゼル發電機の速度はカバラーー．

願し，適溌な公式によって外板と肋で制限されるが，更に推進用モー蕊

骨の寸法力談定される。－は電氣的に制御されている。ガバ

ノースウインIf.級とマキノーではナーはモータ;-室の制御盤叉は鯛施
一段6－

るべく小さくする。

砕氷時に衝“坊の大きさと作用
黙は直後求められないから，樵造寸

’･法の決定には船謹協會の規程と從來
－．の彊鐵による他はない。AB規程の

對氷艤造の章は醤重の馬力の氷中で
・働く辮こ適用される。

艦首僕方の船證には砕氷時の模作
、用で渥大な荷重をうける。水線のず

っと下方にも氷が山の峰の様に水路
に沿って突出で來て傷つき易い。砕

氷のため後退,突進をくりかえす必
要があるので船禮後部Iﾐも同じ防禦
を必要とまる。船が完全に氷に塞が
』れる歌態も議傾せねばならない。こ
“の際噸職でﾀ甑に直角に働く座
鏥加,氷が耀しるか,船匿が浮上
るかによって綏和ぎれる。この作用
』は船力泳上に押出される童で綾く。
最近の設計では全水線下の防禦を，
確氷時の通常の吃水線で最大厚とし
．龍骨に近づくにつれて聯蔵する。
・職船の特徴は幅と吃水が長さに
此娯常に大きいことで,辰浩磁力
‘の蕊求により普通よ.bずっと厚い板
厚＆な,る。この因子のため船魁梁G

E吟

圖耐儲政は普鋤よりずっと大きく
なる。ノースウ､インド叙でほ普通船
に鋤L揃載吃水懇規程の要求するも
。”の約3倍である。

この固有の縦狸度は,特別の縦肋
攝藍入れなくても薄氷により加えら
．熟る荷重に抵抗するに一般に-1』分で
ある。俳画風力甲板の剛度は加えら
れるサギングモーメン1．に抗するに
、適欝でなければならない。

氷の水引職方向唾迫力に抗するに
・三坊法ある。－は隔壁によるもの，
良二I岬板梁及甲板によるものである
獅蠅室を除き一般に甲板は隔壁より
密に配置される。從って特設肋骨と
繼函材叉は縦肋骨で力を隔壁lこ僻えひ

るより，縦肋骨及斜肋骨を密に入れ
る方物:，少い鋼材で氷の荷重を甲板
岬板梁に傳えることが出来る。前者

’
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一 碑氷船戸．
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COastG112rdは小ぢんまりした海水

筐を設計し，これによって冷却水は

逵綴的に供給される。

海水筐は結局一つの取入口である

が，海に面して大きな氷塊を取除く

ための横棒力穀げられる。その内部

に水zFの板力窃b海水が海水筐で循
環して再び流失するごとを防ぐ｡。こ

の上に斜に蹄がはってありこの上部
から海水吸入管が出ている。機關か

ら排出された水の--A部叉は全部を蹄
の取入口に面した側に逢って流込ん

だ氷を溶かす。海水筐の頂部に室氣
管があり大氣に開している。（下剛）

屋割

ノースゥインド飯(ま2厘劃の可浸
長を與える様設計した。但し吃水29

眼で漫透率85％，第二甲板を隔壁甲

板とした。肋'胃構造を睡劃式と7_深
い二重底，ピルヂダンク，ウイン〆

タンクを備えたので完全性は大いに

墹加した。更に隔壁は主甲板まで水
密になっていて,操舵機室と甲板室
前方の第三甲板の場所を除き，これ
を通ずる扉や開いた錨を持たない
水線ドには外板の開口も制限され
ている。水線上の排水管は先づ主甲
板直下の譜髄中心線上の一鮎に通じ
ている。これは大傾斜のときにも水

"

唾が船内に洗れこむ

室の蓮鱒臺から筌氣式で制御される

プロペラ及軸系

船尾プロペラは特別に厚い勧面誉

あたえる。普通の設計の糞に雨面1

吋づつ厚味を増し最小2吋の厚さと

する。プロペラ翼の特性は前進速度

0に於て最大推力を發揮する様計謹

された。翼尖間隙の小さいことは興

味ある特徴で一例では直睡17沢で

9吋であった。これは出來るだけ船

鐙中心え.ﾌ･F'ベラをおいて氷から保
護するためである。

船首プロペラは何方へ同鱒しても

最大推力を出す綴設計し，断面は衝

撃に耐える様十分厚くする。、
錠初一腿型のプ画ぺうとしたが，

遠隔地での作業を考えて取替の容易

な組立型の方がよい様である。
ノースウインドの軸系は，引張強

さ75,0001bs/m2降伏黙40,000

lbs/ingで延び,22%のB-S(特

殊）炭素鋼である。

運轌中の故障

砕氷船の推進磯械迩韓中に屡々起

る故障は冷却水取入口に小さい氷粒

がつまることである計水から氷を分

離するため昔の砕氷船は氷箱と呼ぶ
天きなつくりつけの睡劃を使用した

い大型船では旗傾斜させるのにかな

り･馬力が要る。ノースヴイン.ド叛で

は3臺の60HP可逆モー汝一誕肋プ

ロペラ型ポンプで220噸の水を誕吋

管を趣毎分13,600ｶﾛﾝ墓い，
11/2分に約10度（左右5。宛〕の

横揺を起させる。氷と雪の摩擦鋪瞥

が氷中にとぢこめられると,後避難
脱が困難となる。この時はバラスト

を補助的に移動する。貯藏品･燃料一

水・弾薬の消賀から情況愛化じた際

船形により砕氷に最も適した迎角を

つける爲にもバラストを移動する。

ノースウポンド級では鋸首尾永糟を、

バラス'一移動用にあてて居り，雨氷

繍は二重底とピルヂを邇って走る18
吋管で連結される34oHI>可逆モー
ター躍動プロペラ型ポンプ1蚕さ，
110噸の水を船首水槽から船國<糟‘

へ約31/4分で移動しトリムを約5
次葵える。逆の場合は6分かかる。
凡ての導管には遠隔制御のモーター
で操作する堰弁が配置され,-貯憾しを

制御し，使用しa亡いないタンクや管
系を切離す。
ポンプと弁は發電磯室の中央鑑ン

フ操作蕊から制御され，§獺とは直
接電話で速絡する。船橋と發電機室
のポンプ制御室には速綾譲収の吃水

及タンク水準ケFヂと瞬縦傾斜指
示器が配置されている。
、職,縦傾斜用タンクには十分な調
睡弁を備え，ポンプ唾力がタンク隔

壁や甲板に作用するのを防止する。
更に小径の筌氣管を設け，調嘩弁を
操作せずにタンクえ室氣を出入せし

め，貨物油用タンクに邇風を行うg‐
、

氷結と保温

氷は主機用熱交換器からめ排水を

消防ホースで溶し去る。凡ての施設

の保温は-50｡Fを基礎に設計し機
關の潤滑は特に留意せねばならぬ。
居住厘防熱は5吋のコルク板を駒j･
け木甲板下は3吋，機開室ほ1碓吋
の晋響吸收コルク層で防雷防熱して
ある。倉庫その他は厚'吋,水及油
タンクには加熱コイルを備える。居
住腫其他設備を棚]船繼中央に集中
することが特に考慮されて､を．

~

一

も

-’
I

申
》

●

4

＝

のを防ぐためであ
心 る。

、籏傾斜及トリム

を與える装置

氷に接するﾀ瓶

力瀞犀錬で密着しje
l＋
10§

厳い様に識傾斜をlro

與える方法が望ま

しい6ｨ小型砕氷船
では舵を船の蹄
周期に同調させて

雨舵に動かせて傾

斜させることが出
來る。GMの大き
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一 船の科學一

2A改装(10月20.日迄の申請）、
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複働二画程無氣噴汕式デイゼル機認き渡表を行った。

鱈隼鬘雪“'"力壼雪『．"ごゞ ”浮難'鯉鱒難、
したものに限られていたが，この方

停電に1鶴ながら倉胞號の編集を日本の外國船職入計謹は,海運界面の最近の進歩から見て,商艦隊え
して旱一年の月日が寵した｡'停電はと造船界に大きな波蹴を招来していの秘Mも近き將来蜜現するである
相愛らず敗戦罰の憂構である。しかろ。ことのおこりは，明年六月までう。無限の航領』をもった，超高速
し創刊一周年を迎えた「船の瀧澤」にスターリング．、ポンド臘内に發洞一力の原子力船が，一隻賀現しでこの
の前途侭，日本識§界のそれとともる日本側の総出超過額が，約1,200試敷航海がなされる時，現在の商船
に,端々 明るいものである。こ入に蔭ポソドに窪ﾘー ると云う通産省の計隊は一瞬にしで,全部'1＃代緯しの鐵
識者諸賢の御指導御鞭達を深謝する算から来ているらしい。外航適格勝くずになってしまうのである｡．
とどもに,編集者一同今後の努力をの不足する今日，この金泰外幽船を ◇◇
誓う次第である。 輸入するこ_とは，確に手取り早い方，

注ではあるが,仕事不足,査材不足辮喬の篤眞を承でいてふと氣付い』

◇◇
に悩む造船所側から考えると誠に飛たのだが，操舵手というものはいつ

今〃鑑の表紙蔦腫に聖川（きよかんでもない話と云うことになる。結までも昔乍らの大きな舵陥につかま

雛灘慧謡鑪難難舟撫錐淵窓磯澱麓顎､雌蕊著
していたものを川崎サルベージが引るらしい。海運界と造船界と，引い”I工，空中の航空騨卿りれをみても’
揺げ，四年餘に渡る修復を終えて，‐ごは國鎮再建の爲，大きな覗野を以‘趣蝿曹は樂な姿勢で操縦している。
いiよいよ就航の途につかうとする委て充分橡討考寵されんことを切望すあの木製の頑丈な舵姉をもっと輕
である。次に簡箪巌要目を掲げて遥・る。 快，小型なものに鍵え，適當な椅子
く。 を災えることは出来ないものである、

◇手◇
（全長)155,00m('幅)19,00m うか。船員の方々の御考を承りた

〔深>9"25m・蝿F頓歎)6,863T原子ﾉj総理問題が,･ll上界の話題をい。(R｡N)
の/W)9,843TG塑ﾉ])14.9kn賑わしている時，この朧子力の船舶
-"18kn(織關)D7Z川崎MANえの利lliに關し，米國某氏は次の如

議約職賢案内種冷の都合-G市販は極く少激に限ら3ケ月分200閲′

｛鱒〆柵…）。れますぢで，本誌確保御希望の方は直接銘會宛御申込み慨錬
下さい。バツクツーンバーも伽えてありますから御申込み
下さい。定価愛更等･･G懲約金切の.l繁は総算し-ご御遼知します
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』■
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’驚織海亀熱夢技緊鱸船の科
第2篭第11號

發､行所船舶技術協會
束京都港厩麻布麓町19
振替口座東京70438
遊率務所千代田腫西前,I11田2ノ3より移聴

學鯛鰡盟掬鰡(耀識協溺）
(NO.13)定憤65EI

|鴛李簿…驫釧』為…；’ I
､

日東淡告杜東京都港睡朧布霞町19船舶技術協會内

－ 48－〆
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船側日積載用

船舶に積載して船舶に於ける各種油の 《
酎
一清淨叉は再精製に好評！

最寄の日立製作所特約店でお求め下さい！
尚部品を豊富に取揃へてありますから、修理・保守等に
ば、何卒最寄のサービスステーションを御利用下さい。

堂 製値所 １
１
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